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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

9
月
26
日（
土
）・9
月
27
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
木
）・
17
日（
木
）・
29
日

（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

9
日（
金
）・
20
日（
火
）・
29
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

　
ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役

場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費

が
町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
３
期

介
護
保
険
料
３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
期

納
期
限
は
9
月
３0
日（
水
）で
す

月
9

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

9
月
の
支
払
日

10
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

Go To 図書室 キャンペーン
今年は「読書」という名の“ 旅 ”に出よう！

18,000冊の蔵書がある公民館の図書室
定期的に新刊も入荷し、心地よいスペースも確保されています。

人口
　男
　女
世帯

（　 7）
（　 1）
（　 6）
（　 1）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,082人
3,479人
3,603人
3,297世帯

転入  11人/  出生 1人
転出  8人/  死亡 11人

（8月1日現在）

（7月中）

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No773

月月

行政情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P5
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12～P15
行政情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P5
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12～P15

下仁田プライド in

読書で育つ
文化の芽

7月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（久美子）　
（晴　彦）
（徳　久）
（信　也）
（康　明）
（伸一郎）
（勝　仁）
（利　明）

上青倉
中小坂
中小坂
大　東
蒔　田
大桑原
中小坂
蒔　田

神戸　洋二郎
佐藤　友子
黒澤　靖子
榊原　市夫
神戸　利雄
古屋　わか
長岡　美津子
下山　德太郎

有
料
広
告

有
料
広
告

地　区
ご出産おめでとうございます

神 戸　悠 希 （勇樹・由希子）  南野牧

（保護者）出　生　児
はるき

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
平　柳　大　佑　  （川　井）
小　川　葉　月  　（富岡市）｛

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

茂木時計店【オーダーメイド補聴器認定店】リオン、ワイデックス補聴器取り扱い
住所 下仁田町下仁田393-6　電話・ＦＡＸ 0274-82-2811
H P  www.tokei10.com

最初の一台に最適です。お求めやすい、
初期難聴用の補聴器です。
最初の一台に最適です。お求めやすい、
初期難聴用の補聴器です。 ワイデックス補聴器　正規販売店

～オーダーメイドタイプ～
ワイデックス補聴器　正規販売店
～オーダーメイドタイプ～ニコン　補聴器ニコン　補聴器

補聴器相談会開催中

SALESALE 28,00028,000円円円円
（税込価格）

150,000150,000円より円より円より円より
（税込価格）

130,000130,000円より円より円より円より
（税込価格）

毎月第二火曜日
午後２時より

耳あな型：片耳

耳かけ型：片耳

より良い聞こえの為に、
お客様専用に調整を施す
オーダーメイド補聴器です。

より良い聞こえの為に、
お客様専用に調整を施す
オーダーメイド補聴器です。
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屋
外
広
告
物
は
、
広
報
、
宣
伝
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
手
段
に
も
な
り

ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
屋
外
広
告
物
は
景

観
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

美
し
い
ま
ち
な
み
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
と
は
　
常
時
又
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
す
る

看
板
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
壁
面
広
告
な
ど
を
い

い
ま
す
。

●
許
可
申
請
　
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
は
、
下
仁
田
町
屋
外
広
告
物
条
例
に

よ
り
、
申
請
を
し
て
、
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

●
許
可
基
準
　
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
表
示
面
積
、
設
置
場
所
な
ど
、
許
可
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
許
可
期
間
　
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許

可
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
表
示
を
希
望

す
る
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
禁
止
広
告
物
　
著
し
く
破
損
し
、
又
は

老
朽
化
し
た
も
の
。
さ
ら
に
信
号
機
、
道
路

標
識
又
は
道
路
工
事
用
標
識
な
ど
に
類
似

し
、
又
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
妨
げ
る
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
な
ど
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
物
件
　
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、

石
垣
、
擁
壁
、
街
路
樹
、
信
号
機
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
電
柱
、
街
灯
柱
に
は
、
は

り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
旗
を
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
地
域
　
禁
止
地
域
に
は
、
原
則
と

し
て
屋
外
広
告
物
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
適
用
除
外
　
自
ら
の
事
業
所
等
に
店
名

な
ど
を
表
示
す
る
自
家
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
禁
止
地
域
で
合
計
10
㎡
以
下
、
許
可

地
域
で
合
計
15
㎡
以
下
の
必
要
最
小
限
の

広
告
物
で
あ
れ
ば
許
可
を
受
け
ず
に
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
前
相
談
　
禁
止
地
域
内
に
お
い
て
自

家
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
書
　
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請

書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
建
設
水
道
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
申
請
書
の

様
式
は
種
類
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
許
可
申
請
書
に

添
付
す
る
関
係
書
類
は
、
設
置
場
所
を
表

示
す
る
位
置
図
、
面
積
・
形
状
を
明
ら
か

に
し
た
図
面
な
ど
で
す
。

●
許
可
手
数
料
　
許
可
申
請
を
す
る
場
合

に
は
、
種
類
や
面
積
に
応
じ
た
許
可
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
合
せ
　
建
設
水
道
課
・

管
理
係
　
☎
64―

８
８
０
７
（
直
通
）

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
地
区
等
推
薦
、
団
体
推
薦
に
よ
り
下

仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。
農
業
関
係
者
の
代
表
と

し
て
密
接
に
連
携
し
、
農
地
を
守
り
、

地
域
農
業
の
発
展
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
。

●
任
期
　
令
和
２
年
７
月
20
日
〜
令
和

５
年
７
月
19
日

●
農
業
委
員
会
委
員
と
は
？

　
農
地
の
売
買
・
賃
借
等
の
許
可
、
農

地
転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申
、
遊
休
農

地
の
調
査
・
指
導
な
ど
を
中
心
に
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は
？

　
担
当
地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
の
た

め
、
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
の
貸

し
借
り
に
関
す
る
情
報
収
集
、
あ
っ
せ

ん
等
現
場
活
動
を
中
心
と
な
っ
て
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
で
は
、
随
時
「
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
農

業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係

☎
64―

８
８
０
６
（
直
通
）

下
仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

佐藤　一夫
佐藤　　勇
掛川　秀行
岩井　康雄
神戸　安弘
小井土　茂
荻野　英雄
並木　勇治
上原　一正
今井　重雄

※中立委員とは、農業者以外の者で、中立な立場で公正な判断をすることができる者

氏　名
〇田村　智束
　竹内　芳則
◎今井　　均
　園部　　隆
　神戸　英明
　大井まり子
　櫻井　栄信
　永井　一二
◎は、農業委員会長
○は、会長職務代理者

氏　名
■農地利用最適化推進委員 ■農業委員会委員

下仁田地区
馬山地区
小坂地区
西牧地区
青倉地区
中立委員
農協推薦

土地改良区推薦

選出区分
下仁田地区
馬山地区
〃
〃

小坂地区
〃

西牧地区
〃
〃

青倉地区

選出地区

「
９
月
上
旬
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す
」

　
下
仁
田
町
景
観
条
例
に
よ
り
、次

に
該
当
す
る
場
合
に
は
町
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

「
住
宅
等
及
び
工
作
物（
柵
・
塀
・
門
・

太
陽
光
発
電
も
）の
新
築
、増
改
築
、

移
転
、撤
去
、外
観
の
修
繕
、外
観
の

模
様
替
え
、外
観
の
色
彩
の
変
更（
屋

根
・
壁
等
）」

　
建
築
確
認
の
届
出
を
す
る
前
に
、

町
へ
景
観
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
の
景
観
計
画
に
適
合
し
な
い
と

み
な
さ
れ
る
建
築
物
等
に
は
、町
か

ら
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際

費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
風
景
を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
事
務
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ･

届
出
先

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64―

８
８
０
７（
直
通
）

住
宅
や
工
作
物
の
建
築
・
増
改
築
・
撤
去
等

を
す
る
際
は
町
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

支出日

7月3日

7月分

支出区分

慶祝

弔慰

支出金額

 5,000

15,000

支出内容

葬儀生花1件

(令和2年度町長交際費 7月分) (単位:円)

7月分 計

御祝生花1件

20,000

行政情報行政情報

　
９
月
16
日（
水
）か
ら
小
中
学
校
の

登
下
校
に
合
わ
せ
、各
路
線
下
り
便

の
午
後
５
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
時
間（
平
日
）が
変
更
に
な
り
ま

す
。ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
変
更
期
間

秋
冬
期

９
月
16
日（
水
）〜
10
月
15
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82―

５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の

お
知
ら
せ

　
　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
よ
る
女
性

特
有
の
体
の
悩
み
を
ス
ロ
ー
ス
ト

レ
ッ
チ
で
改
善
！
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
♡

●
開
催
日
時
　
9
月
30
日（
水
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
　
母
子
保
健
室

●
講
師
　
さ
ん
た
ま
ま
の
助
産
院
　

助
産
師
　
柳
沢
明
子
さ
ん

●
対
象
　
妊
婦
さ
ん
、子
育
て
中
の

女
性
な
ら
ど
な
た
で
も
！

●
受
付
時
間
　
午
前
9
時
45
分
〜

●
服
装
　
運
動
で
き
る
服
装（
デ
ニ

ム
や
ス
キ
ニ
―
パ
ン
ツ
は
適
し
ま
せ

ん
）

●
参
加
費
　
無
料

☆
参
加
希
望
の
方
は
、９
月
25
日

（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
が
５
名
以
下
の
場
合
は
中

止
に
な
り
ま
す
。

☆
託
児
は
５
名
ま
で
可
能
で
す
。

希
望
の
場
合
は
、お
申
し
込
み
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
　
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
5
4
9
0
　
　
　

キ
レ
イ
な
姿
勢
講
座



3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

　
屋
外
広
告
物
は
、
広
報
、
宣
伝
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
手
段
に
も
な
り

ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
屋
外
広
告
物
は
景

観
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

美
し
い
ま
ち
な
み
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
と
は
　
常
時
又
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
す
る

看
板
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
壁
面
広
告
な
ど
を
い

い
ま
す
。

●
許
可
申
請
　
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
は
、
下
仁
田
町
屋
外
広
告
物
条
例
に

よ
り
、
申
請
を
し
て
、
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

●
許
可
基
準
　
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
表
示
面
積
、
設
置
場
所
な
ど
、
許
可
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
許
可
期
間
　
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許

可
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
表
示
を
希
望

す
る
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
禁
止
広
告
物
　
著
し
く
破
損
し
、
又
は

老
朽
化
し
た
も
の
。
さ
ら
に
信
号
機
、
道
路

標
識
又
は
道
路
工
事
用
標
識
な
ど
に
類
似

し
、
又
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
妨
げ
る
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
な
ど
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
物
件
　
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、

石
垣
、
擁
壁
、
街
路
樹
、
信
号
機
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
電
柱
、
街
灯
柱
に
は
、
は

り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
旗
を
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
地
域
　
禁
止
地
域
に
は
、
原
則
と

し
て
屋
外
広
告
物
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
適
用
除
外
　
自
ら
の
事
業
所
等
に
店
名

な
ど
を
表
示
す
る
自
家
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
禁
止
地
域
で
合
計
10
㎡
以
下
、
許
可

地
域
で
合
計
15
㎡
以
下
の
必
要
最
小
限
の

広
告
物
で
あ
れ
ば
許
可
を
受
け
ず
に
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
前
相
談
　
禁
止
地
域
内
に
お
い
て
自

家
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
書
　
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請

書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
建
設
水
道
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
申
請
書
の

様
式
は
種
類
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
許
可
申
請
書
に

添
付
す
る
関
係
書
類
は
、
設
置
場
所
を
表

示
す
る
位
置
図
、
面
積
・
形
状
を
明
ら
か

に
し
た
図
面
な
ど
で
す
。

●
許
可
手
数
料
　
許
可
申
請
を
す
る
場
合

に
は
、
種
類
や
面
積
に
応
じ
た
許
可
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
合
せ
　
建
設
水
道
課
・

管
理
係
　
☎
64―

８
８
０
７
（
直
通
）

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
地
区
等
推
薦
、
団
体
推
薦
に
よ
り
下

仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。
農
業
関
係
者
の
代
表
と

し
て
密
接
に
連
携
し
、
農
地
を
守
り
、

地
域
農
業
の
発
展
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
。

●
任
期
　
令
和
２
年
７
月
20
日
〜
令
和

５
年
７
月
19
日

●
農
業
委
員
会
委
員
と
は
？

　
農
地
の
売
買
・
賃
借
等
の
許
可
、
農

地
転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申
、
遊
休
農

地
の
調
査
・
指
導
な
ど
を
中
心
に
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は
？

　
担
当
地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
の
た

め
、
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
の
貸

し
借
り
に
関
す
る
情
報
収
集
、
あ
っ
せ

ん
等
現
場
活
動
を
中
心
と
な
っ
て
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
で
は
、
随
時
「
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
農

業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係

☎
64―

８
８
０
６
（
直
通
）

下
仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

佐藤　一夫
佐藤　　勇
掛川　秀行
岩井　康雄
神戸　安弘
小井土　茂
荻野　英雄
並木　勇治
上原　一正
今井　重雄

※中立委員とは、農業者以外の者で、中立な立場で公正な判断をすることができる者

氏　名
〇田村　智束
　竹内　芳則
◎今井　　均
　園部　　隆
　神戸　英明
　大井まり子
　櫻井　栄信
　永井　一二
◎は、農業委員会長
○は、会長職務代理者

氏　名
■農地利用最適化推進委員 ■農業委員会委員

下仁田地区
馬山地区
小坂地区
西牧地区
青倉地区
中立委員
農協推薦

土地改良区推薦

選出区分
下仁田地区
馬山地区
〃
〃

小坂地区
〃

西牧地区
〃
〃

青倉地区

選出地区

「
９
月
上
旬
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す
」

　
下
仁
田
町
景
観
条
例
に
よ
り
、次

に
該
当
す
る
場
合
に
は
町
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

「
住
宅
等
及
び
工
作
物（
柵
・
塀
・
門
・

太
陽
光
発
電
も
）の
新
築
、増
改
築
、

移
転
、撤
去
、外
観
の
修
繕
、外
観
の

模
様
替
え
、外
観
の
色
彩
の
変
更（
屋

根
・
壁
等
）」

　
建
築
確
認
の
届
出
を
す
る
前
に
、

町
へ
景
観
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
の
景
観
計
画
に
適
合
し
な
い
と

み
な
さ
れ
る
建
築
物
等
に
は
、町
か

ら
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て

行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際

費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い

て
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
風
景
を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
事
務
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ･

届
出
先

建
設
水
道
課
　
管
理
係

☎
64―

８
８
０
７（
直
通
）

住
宅
や
工
作
物
の
建
築
・
増
改
築
・
撤
去
等

を
す
る
際
は
町
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

支出日

7月3日

7月分

支出区分

慶祝

弔慰

支出金額

 5,000

15,000

支出内容

葬儀生花1件

(令和2年度町長交際費 7月分) (単位:円)

7月分 計

御祝生花1件

20,000

行政情報行政情報

　
９
月
16
日（
水
）か
ら
小
中
学
校
の

登
下
校
に
合
わ
せ
、各
路
線
下
り
便

の
午
後
５
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
時
間（
平
日
）が
変
更
に
な
り
ま

す
。ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
変
更
期
間

秋
冬
期

９
月
16
日（
水
）〜
10
月
15
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82―

５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の

お
知
ら
せ

　
　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
よ
る
女
性

特
有
の
体
の
悩
み
を
ス
ロ
ー
ス
ト

レ
ッ
チ
で
改
善
！
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
♡

●
開
催
日
時
　
9
月
30
日（
水
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
　
母
子
保
健
室

●
講
師
　
さ
ん
た
ま
ま
の
助
産
院
　

助
産
師
　
柳
沢
明
子
さ
ん

●
対
象
　
妊
婦
さ
ん
、子
育
て
中
の

女
性
な
ら
ど
な
た
で
も
！

●
受
付
時
間
　
午
前
9
時
45
分
〜

●
服
装
　
運
動
で
き
る
服
装（
デ
ニ

ム
や
ス
キ
ニ
―
パ
ン
ツ
は
適
し
ま
せ

ん
）

●
参
加
費
　
無
料

☆
参
加
希
望
の
方
は
、９
月
25
日

（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
が
５
名
以
下
の
場
合
は
中

止
に
な
り
ま
す
。

☆
託
児
は
５
名
ま
で
可
能
で
す
。

希
望
の
場
合
は
、お
申
し
込
み
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
　
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
5
4
9
0
　
　
　

キ
レ
イ
な
姿
勢
講
座
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国
勢
調
査
は
、２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）10
月
１
日
現
在
、日
本
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び
世

帯
が
対
象
で
す
。

◯
９
月
中
旬
か
ら
、調
査
員
が
み

な
さ
ま
の
お
宅
を
訪
問
し
、調
査

書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。

◯
回
答
は
、で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
願
い
し
ま
す（
郵
送
も

可
能
で
す
。）。

◯
国
勢
調
査
の
結
果
は
、災
害
時

に
必
要
な
物
資
を
備
え
た
り
、コ
ン

ビ
ニ
の
出
店
計
画
に
利
用
さ
れ
る

な
ど
、わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
身
近

な
と
こ
ろ
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
国
勢
調
査
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た

め
、で
き
る
限
り
、み
な
さ
ま
と
調

査
員
が
対
面
し
な
い
非
接
触
の
方

法
で
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

９
月
14
日（
月
）〜
10
月
７
日（
水
）

●
調
査
票
（
紙
）
で
の
回
答
期
間

10
月
１
日（
木
）〜
10
月
７
日（
水
）

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、「
国
勢

調
査
２
０
２
０
総
合
サ
イ
ト
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
省
・
群
馬
県
・
下
仁
田
町

令
和
2
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、圧
縮
・
梱
包
し
て
再
商
品

化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す

が
、年
に
一
度
ベ
ー
ル
検
査
と
い
う
の

を
受
け
ま
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分
の

う
ち
、何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ
て
い

る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（
成
績
が

悪
い
と
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
く
な

り
ま
す
。）

　
今
回
は
総
本
数（
１
，２
９
１
）本

の
内
、キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い
た
物
１
本
の

み
と
い
う
結
果
で
、１
０
０
点
満
点

中
、
１
０
０
点
の
Ａ
ラ
ン
ク
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果
と
感

謝
す
る
次
第
で
す
。

　
引
き
続
き
こ
の
Ａ
ラ
ン
ク
を
維
持

で
き
る
よ
う
、今
後
も
皆
様
の
ご
協

力
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
資
源
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

◯
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は…

キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。中
を
軽
く
水
洗
い

を
す
る
。ラ
ベ
ル
・
テ
ー
プ
類
を
は
が

し
て
出
し
て
下
さ
い
。

◯
ビ
ン
に
つ
い
て
は…

キ
ャ
ッ
プ
を

取
る
。中
を
軽
く
水
洗
い
を
す
る
。ラ

ベ
ル
は
、は
が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
理
由
：
毒
物
等
の
ビ
ン
か
区
別
す

る
た
め
。）

　
１
袋
の
重
さ
は
、10
ｋ
ｇ
以
内
に

し
て
出
し
て
下
さ
い
。割
れ
た
ビ
ン

は
、紙
で
包
み
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
出
し

て
下
さ
い
。

◯
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、

本
、
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は…

　
ヒ
モ
で
10
ｋ
ｇ
以
内
に
し
ば
り
、

ラ
ベ
ル
を
つ
け
て
出
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合（
下

仁
田
町
役
場
内
）☎
64―

８
８
１
１

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

https://w
w
w.kokusei2020.go.jp/

–
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
で
来
場
く
だ
さ
い
–

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

　　　

宮室集会所

青倉社会体育館駐車場

旧土谷沢分校

吉崎公会堂

役場

友愛館

西牧活性化センター

荒船シルバーホーム
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上小坂集会所
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保健センター
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４区公会堂

青倉社会体育館駐車場

馬山生活改善センター

保健センター

地　区 実施場所

青　倉

・

下仁田

月　日
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（月）

西　牧

・

小　坂

馬　山

・

下仁田

馬　山
・

下仁田

西牧
・

小坂
・

青倉

10月６日
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（木）

10月16日

（金）

10月18日

（日）

9:20～ 9:40

9:50～10:10
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11:20～11:40
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9:40～ 10:00
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12:10～12:30
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9:30～ 9:50
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10:30～10:45

11:00～11:30

9:30～10:00

10:20～10:50

11:10～11:40

9:00～9:30

9:50～10:50

●
す
で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬  

◯
持
参
す
る
物
　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
通
知
ハ
ガ
キ
、
愛
犬
手
帳
、
注
射
料
金
（
３
，
５
０
０
円
）  

●
新
し
く
飼
い
始
め
た
生
後
90
日
以
上
で
ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬

◯
持
参
す
る
物
   

登
録
・
注
射
料
金
（
登
録
料
金
:
３
，
０
０
０
円
　
注
射
料
金
:
３
，
５
０
０
円
）

※
登
録
す
る
旨
、
係
員
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
死
亡
や
飼
い
主
の
変
更
の
際
は
必
ず
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
82―

５
４
９
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
室
内
で
飼
っ
て
い
る
か
ら
、
人
に
噛
み
つ
か
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
接
種
さ
れ
な
い
方
も
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
違
反
に
な
り
ま
す
。
マ
サ
カ
・
万
が
一
の
た
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
82―

5
4
9
0
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に
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亡
や
飼
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の
変
更
の
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は
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ず
、
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（
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９
０
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ま
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、
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に
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と
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な
い
方
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ま
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が
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違
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ま
す
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サ
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一
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に
接
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ま
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。
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●令和2年4月1日から集団接種日までの間に、獣医師による個
別接種を受けている犬は集団接種を受ける必要はありません。
接種済票が未交付の方は保健センターまでご連絡ください。

※新型コロナの感染状況により、集団接種を中止する場合もあります。

犬の登録と予防注射を
行いましょう!!

犬の登録と予防注射を
行いましょう!!

行政情報行政情報
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国
勢
調
査
は
、２
０
２
０
年（
令

和
２
年
）10
月
１
日
現
在
、日
本
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び
世

帯
が
対
象
で
す
。

◯
９
月
中
旬
か
ら
、調
査
員
が
み

な
さ
ま
の
お
宅
を
訪
問
し
、調
査

書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。

◯
回
答
は
、で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
願
い
し
ま
す（
郵
送
も

可
能
で
す
。）。

◯
国
勢
調
査
の
結
果
は
、災
害
時

に
必
要
な
物
資
を
備
え
た
り
、コ
ン

ビ
ニ
の
出
店
計
画
に
利
用
さ
れ
る

な
ど
、わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
身
近

な
と
こ
ろ
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
国
勢
調
査
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た

め
、で
き
る
限
り
、み
な
さ
ま
と
調

査
員
が
対
面
し
な
い
非
接
触
の
方

法
で
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
期
間

９
月
14
日（
月
）〜
10
月
７
日（
水
）

●
調
査
票
（
紙
）
で
の
回
答
期
間

10
月
１
日（
木
）〜
10
月
７
日（
水
）

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、「
国
勢

調
査
２
０
２
０
総
合
サ
イ
ト
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
省
・
群
馬
県
・
下
仁
田
町

令
和
2
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、圧
縮
・
梱
包
し
て
再
商
品

化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す

が
、年
に
一
度
ベ
ー
ル
検
査
と
い
う
の

を
受
け
ま
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分
の

う
ち
、何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ
て
い

る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（
成
績
が

悪
い
と
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
く
な

り
ま
す
。）

　
今
回
は
総
本
数（
１
，２
９
１
）本

の
内
、キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い
た
物
１
本
の

み
と
い
う
結
果
で
、１
０
０
点
満
点

中
、
１
０
０
点
の
Ａ
ラ
ン
ク
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果
と
感

謝
す
る
次
第
で
す
。

　
引
き
続
き
こ
の
Ａ
ラ
ン
ク
を
維
持

で
き
る
よ
う
、今
後
も
皆
様
の
ご
協

力
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
資
源
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

◯
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は…

キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。中
を
軽
く
水
洗
い

を
す
る
。ラ
ベ
ル
・
テ
ー
プ
類
を
は
が

し
て
出
し
て
下
さ
い
。

◯
ビ
ン
に
つ
い
て
は…

キ
ャ
ッ
プ
を

取
る
。中
を
軽
く
水
洗
い
を
す
る
。ラ

ベ
ル
は
、は
が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
理
由
：
毒
物
等
の
ビ
ン
か
区
別
す

る
た
め
。）

　
１
袋
の
重
さ
は
、10
ｋ
ｇ
以
内
に

し
て
出
し
て
下
さ
い
。割
れ
た
ビ
ン

は
、紙
で
包
み
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
出
し

て
下
さ
い
。

◯
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、

本
、
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は…

　
ヒ
モ
で
10
ｋ
ｇ
以
内
に
し
ば
り
、

ラ
ベ
ル
を
つ
け
て
出
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合（
下

仁
田
町
役
場
内
）☎
64―

８
８
１
１

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル
検
査
の
結
果
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つ
い
て
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w
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ナ
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防
止
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マ
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だ
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と
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射
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に
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が
、

こ
れ
は
違
反
に
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●令和2年4月1日から集団接種日までの間に、獣医師による個
別接種を受けている犬は集団接種を受ける必要はありません。
接種済票が未交付の方は保健センターまでご連絡ください。

※新型コロナの感染状況により、集団接種を中止する場合もあります。

犬の登録と予防注射を
行いましょう!!

犬の登録と予防注射を
行いましょう!!

行政情報行政情報
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令
和
元
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品

を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権

に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
元
年
度
の
も
の
で
す
。

　
今
年
七
月
、国
が
行
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
隔
離
政
策

に
よ
って
家
族
も
差
別
を
受
け
た
と
し
て
、家
族
ら
が
国
に

損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
で
、安
倍
首
相
は
国
の
責
任
を

認
め
熊
本
地
裁
の
判
決
を
受
け
入
れ
、賠
償
に
対
し
控
訴

し
な
い
と
表
明
し
た
。元
患
者
の
家
族
を
巡
り
、国
の
立
法

不
作
為
や
対
策
義
務
違
反
を
初
め
て
認
め
た
判
決
が一
審

で
確
定
す
る
こ
と
と
な
る
、と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
の
長
い
道
の
り
は
、ハン
セ
ン

病
患
者
や
、そ
の
家
族
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
悲
し
く
辛
い

日
々
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
ハン
セ
ン
病
」と
い
う
聞
き
な
れ

な
い
言
葉
に
興
味
を
持
ち
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、私
は
ハン
セ

ン
病
を
患
っ
た
人
達
や
家
族
が
、多
く
の
不
当
な
差
別
を
受

け
た
長
く
悲
し
い
歴
史
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ハン
セ
ン
病
は
、皮
膚
に
白
や
赤
い
斑
紋
が
表
れ
、た
だ
れ

た
り
、身
体
が
変
形
し
た
り
す
る
な
ど
の
症
状
が
起
こ
る

病
だ
。病
気
に
よ
っ
て
周
り
の
人
々
に
、不
快
感
や
不
安
感

を
与
え
る
容
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
に
、ハン
セ
ン
病
の
患

者
は
就
職
や
結
婚
、、当
た
り
前
の
自
由
や
権
利
さ
え
も
奪

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、家
族

や
地
域
か
ら
引
き
離
さ
れ
、患
者
移
送
専
用
列
車
に
乗
せ

ら
れ
、手
錠
を
か
け
ら
れ
て
療
養
所
へ
と
送
ら
れ
た
。そ
し

て
、過
酷
な
環
境
の
中
ろ
く
に
食
事
も
与
え
ら
れ
ず
、亡
く

な
って
か
ら
も
自
分
の
家
の
お
墓
に
入
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ

な
か
っ
た
。療
養
所
へ
行
か
な
か
っ
た
人
も
、家
族
や
村
に
迷

惑
を
か
け
な
い
た
め
に
自
ら
奥
座
敷
や
離
れ
の
小
屋
に
こ

も
っ
た
り
、放
浪
の
旅
に
出
る
人
も
い
た
。差
別
は
患
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
家
族
に
ま
で
及
び
、村
八
分
に
さ

れ
た
り
、結
婚
や
就
職
を
拒
ま
れ
た
り
、引
っ
越
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
も
い
た
そ
う
だ
。

　
も
し
、私
が
こ
の
時
代
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
し
て
生
き

て
い
た
ら
、何
も
言
え
な
い
ま
ま
療
養
所
へ
送
ら
れ
不
当
な

扱
い
や
差
別
の
中
で
、人
生
そ
の
も
の
を
あ
き
ら
め
て
し

ま
っ
て
い
た
と
思
う
。ま
た
、家
族
に
患
者
が
い
た
と
し
て

も
、差
別
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、何
も
言
い
だ
せ

な
い
だ
ろ
う
。も
し
か
し
た
ら
、こ
の
時
代
に
も
差
別
や
偏

見
は
良
く
な
い
と
言
い
た
か
っ
た
人
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

け
れ
ど
、言
って
し
ま
っ
た
ら
自
分
が
そ
の
対
象
に
な
って
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、怖
か
っ
た
の
だ
と
私
は
思

う
。

　
ハン
セ
ン
病
は
、現
在
の
医
学
で
は
原
因
も
解
明
さ
れ
、薬

で
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
病
気
だ
と
本
に
書
い
て
あ
っ

た
。「
最
も
感
染
力
の
低
い
感
染
症
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。な

ぜ
、ハン
セ
ン
病
患
者
や
家
族
は
、不
当
な
差
別
を
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。療
養
所
は
厳
寒
期
に
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
に
も

な
る
。そ
ん
な
場
所
で
人
間
ら
し
く
扱
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
、生
涯
を
閉
じ
た
人
々
を
想
う
と
悲
し
く
な
っ
た
。

　
そ
の
時
代
の
人
々
は
、き
っ
と
ハン
セ
ン
病
患
者
の
見
た
目

の
恐
ろ
し
さ
や
、未
知
の
病
気
に
対
し
て
の
不
安
か
ら
差
別

を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
う
。も
し
、人
々
に
ハン
セ
ン
病
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
が
あ
れ
ば
、ハン
セ
ン
病
の
患

者
本
人
も
家
族
も
こ
ん
な
辛
い
想
い
を
し
て
は
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

　
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。病
気
に
対
し
て
の
無

知
や
無
理
解
か
ら
、た
く
さ
ん
の
人
に
辛
い
想
い
を
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。こ
の
事
実
を
無
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き
な
い
。で

も
、未
来
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
。私
は
ハン
セ
ン
病

を
含
め
、病
気
の
人
や
障
害
が
あ
る
人
が
悲
し
い
想
い
を
し

な
い
、偏
見
や
差
別
の
な
い
世
界
に
し
て
い
き
た
い
。私
も
初

め
は
、ハ
ン
セ
ン
病
の
人
々
や
過
去
に
つ
い
て
、何
も
知
ら
な

か
っ
た
。ニュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
、私
に
は
無
関
係

の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
。き
っ
と
私
と
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い

る
人
が
、た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。ま
ず
は
、ハン
セ
ン
病
と
は

何
な
の
か
、ハン
セ
ン
病
の
人
々
は
、長
い
間
ど
の
よ
う
な
想
い

を
し
て
き
た
の
か
な
ど
、身
近
な
人
達
と一緒
に
考
え
た
い
。

そ
し
て
、今
年
出
さ
れ
た
判
決
が
未
来
へ
と
向
け
ら
れ
た一

筋
の
光
と
し
て
広
が
って
い
く
こ
と
を
私
は
願
う
。

※

参
考
図
書「
白
樺
の
木
立
を
越
え
て
ー
ハン
セ
ン
病
と
共

に
生
き
る
ー
」　
藤
田
三
四
郎
　
文
芸
社

作文
優秀賞

正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
っ
て

下
仁
田
中
学
校
　
二
年
　
　
吉
見
　
紅
葉

よ
し
み

か
ん
べ

つ
ち
や

か
の
ん

く
れ
は

作文
優秀賞

ネ
ッ
ト
で
も
被
害
を
な
く
す
た
め
に

下
仁
田
小
学
校
　
六
年
　
神
戸
　
も
も

　
み
な
さ
ん
は
、人
権
と
は
何
か
知
って
い
ま
す
か
。人
権
と

は
、誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
権
利
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、最
近
よ
く
ニュ
ー
ス
で
見
か
け
る
の
が「
自
殺
」

で
す
。特
に
多
い
の
が
中
学
生
や
高
校
生
で
す
。私
は
、そ
の

理
由
を
自
分
な
り
に
考
え
ま
し
た
。最
初
に
思
い
浮
か
べ
る

の
は
、「
い
じ
め
」で
す
。ど
の
よ
う
な
い
じ
め
が
あ
る
の
か
を

調
べ
て
み
る
と
、最
近
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た「
ネ
ッ

ト
い
じ
め
」が
多
く
な
って
い
る
よ
う
で
す
。

　
な
ぜ
、ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
す
る
の
か
。そ
れ
は
、顔
や
名
前

な
ど
が
分
か
ら
な
い
か
ら
ネ
ッ
ト
に
悪
口
を
書
き
込
ん
で
い

る
の
で
す
。無
断
で
相
手
の
個
人
情
報
を
晒
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。さ
ら
に
、な
り
す
ま
し
と
い
う
も
の

も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
被
害
は
た
く
さ
ん
あ

り
、日
本
だ
け
で
は
な
く
外
国
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
の
被
害
は
、年
々
増
え
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は
ど
う

す
れ
ば
、ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
ネ
ッ
ト
被
害
が
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
か
。私
は
、一人
一人
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
正
し
い

判
断
と
理
解
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
で
、い
じ
め
や
被
害
に
あ

わ
な
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今
ま
で
は
私

も
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、学
校
で
情
報
モ
ラ
ル
の
授
業

を
し
た
と
き
か
ら
、ネ
ッ
ト
は
完
全
に
信
用
し
て
は
い
け
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ネ
ッ
ト
の
い
じ
め
や
誹
謗

中
傷
や
い
や
が
ら
せ
な
ど
の
本
質
は
従
来
か
ら
あ
る
い
じ
め

と
同
じ
な
の
で
す
。

　
そ
う
いっ
た
こ
と
か
ら
、「
自
殺
」が
生
ま
れ
ま
す
。一
人
一

人
が
そ
れ
を
見
直
せ
ば
いい
の
で
ば
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

で
も
、そ
れ
は
み
ん
な
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
使
い
方
を
意
識
し
て
今
ま
で

を
見
直
し
て
、一人
で
も「
自
殺
」す
る
人
や「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」

に
悩
む
人
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
ず
は
、私
が
使
い
方
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

人権ポスター
優秀賞

下
仁
田
中
学
校
１
年
　
土
谷
　
佳
夢

「
思
い
や
る
心
」

せま はくと

見た目はみんな
　　ちがうけど　いのちの
　　　　大きさ　いっしょだよ

下仁田小学校　2年　　瀬間　珀翔

人権標語
優秀賞

たむら はやと

おもいやり　
　　こころの天気を　
　　　　　　はれにする

下仁田小学校　2年　　田村　隼人

人権標語
優秀賞

たなか はるか

おもいやり　
　　してあげるほど　
　　　　　　ニッコニコ

下仁田小学校　2年　　田中　榛夏

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

令
和
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人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作
品

を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人
権

に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
元
年
度
の
も
の
で
す
。

　
今
年
七
月
、国
が
行
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
隔
離
政
策

に
よ
って
家
族
も
差
別
を
受
け
た
と
し
て
、家
族
ら
が
国
に

損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
で
、安
倍
首
相
は
国
の
責
任
を

認
め
熊
本
地
裁
の
判
決
を
受
け
入
れ
、賠
償
に
対
し
控
訴

し
な
い
と
表
明
し
た
。元
患
者
の
家
族
を
巡
り
、国
の
立
法

不
作
為
や
対
策
義
務
違
反
を
初
め
て
認
め
た
判
決
が一
審

で
確
定
す
る
こ
と
と
な
る
、と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
の
長
い
道
の
り
は
、ハン
セ
ン

病
患
者
や
、そ
の
家
族
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
悲
し
く
辛
い

日
々
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
ハン
セ
ン
病
」と
い
う
聞
き
な
れ

な
い
言
葉
に
興
味
を
持
ち
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、私
は
ハン
セ

ン
病
を
患
っ
た
人
達
や
家
族
が
、多
く
の
不
当
な
差
別
を
受

け
た
長
く
悲
し
い
歴
史
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ハン
セ
ン
病
は
、皮
膚
に
白
や
赤
い
斑
紋
が
表
れ
、た
だ
れ

た
り
、身
体
が
変
形
し
た
り
す
る
な
ど
の
症
状
が
起
こ
る

病
だ
。病
気
に
よ
っ
て
周
り
の
人
々
に
、不
快
感
や
不
安
感

を
与
え
る
容
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
に
、ハン
セ
ン
病
の
患

者
は
就
職
や
結
婚
、、当
た
り
前
の
自
由
や
権
利
さ
え
も
奪

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、家
族

や
地
域
か
ら
引
き
離
さ
れ
、患
者
移
送
専
用
列
車
に
乗
せ

ら
れ
、手
錠
を
か
け
ら
れ
て
療
養
所
へ
と
送
ら
れ
た
。そ
し

て
、過
酷
な
環
境
の
中
ろ
く
に
食
事
も
与
え
ら
れ
ず
、亡
く

な
って
か
ら
も
自
分
の
家
の
お
墓
に
入
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ

な
か
っ
た
。療
養
所
へ
行
か
な
か
っ
た
人
も
、家
族
や
村
に
迷

惑
を
か
け
な
い
た
め
に
自
ら
奥
座
敷
や
離
れ
の
小
屋
に
こ

も
っ
た
り
、放
浪
の
旅
に
出
る
人
も
い
た
。差
別
は
患
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
家
族
に
ま
で
及
び
、村
八
分
に
さ

れ
た
り
、結
婚
や
就
職
を
拒
ま
れ
た
り
、引
っ
越
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
も
い
た
そ
う
だ
。

　
も
し
、私
が
こ
の
時
代
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
し
て
生
き

て
い
た
ら
、何
も
言
え
な
い
ま
ま
療
養
所
へ
送
ら
れ
不
当
な

扱
い
や
差
別
の
中
で
、人
生
そ
の
も
の
を
あ
き
ら
め
て
し

ま
っ
て
い
た
と
思
う
。ま
た
、家
族
に
患
者
が
い
た
と
し
て

も
、差
別
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、何
も
言
い
だ
せ

な
い
だ
ろ
う
。も
し
か
し
た
ら
、こ
の
時
代
に
も
差
別
や
偏

見
は
良
く
な
い
と
言
い
た
か
っ
た
人
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

け
れ
ど
、言
って
し
ま
っ
た
ら
自
分
が
そ
の
対
象
に
な
って
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、怖
か
っ
た
の
だ
と
私
は
思

う
。

　
ハン
セ
ン
病
は
、現
在
の
医
学
で
は
原
因
も
解
明
さ
れ
、薬

で
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
病
気
だ
と
本
に
書
い
て
あ
っ

た
。「
最
も
感
染
力
の
低
い
感
染
症
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。な

ぜ
、ハン
セ
ン
病
患
者
や
家
族
は
、不
当
な
差
別
を
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。療
養
所
は
厳
寒
期
に
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
に
も

な
る
。そ
ん
な
場
所
で
人
間
ら
し
く
扱
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
、生
涯
を
閉
じ
た
人
々
を
想
う
と
悲
し
く
な
っ
た
。

　
そ
の
時
代
の
人
々
は
、き
っ
と
ハン
セ
ン
病
患
者
の
見
た
目

の
恐
ろ
し
さ
や
、未
知
の
病
気
に
対
し
て
の
不
安
か
ら
差
別

を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
う
。も
し
、人
々
に
ハン
セ
ン
病
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
が
あ
れ
ば
、ハン
セ
ン
病
の
患

者
本
人
も
家
族
も
こ
ん
な
辛
い
想
い
を
し
て
は
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

　
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。病
気
に
対
し
て
の
無

知
や
無
理
解
か
ら
、た
く
さ
ん
の
人
に
辛
い
想
い
を
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。こ
の
事
実
を
無
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き
な
い
。で

も
、未
来
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
。私
は
ハン
セ
ン
病

を
含
め
、病
気
の
人
や
障
害
が
あ
る
人
が
悲
し
い
想
い
を
し

な
い
、偏
見
や
差
別
の
な
い
世
界
に
し
て
い
き
た
い
。私
も
初

め
は
、ハ
ン
セ
ン
病
の
人
々
や
過
去
に
つ
い
て
、何
も
知
ら
な

か
っ
た
。ニュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
、私
に
は
無
関
係

の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
。き
っ
と
私
と
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い

る
人
が
、た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。ま
ず
は
、ハン
セ
ン
病
と
は

何
な
の
か
、ハン
セ
ン
病
の
人
々
は
、長
い
間
ど
の
よ
う
な
想
い

を
し
て
き
た
の
か
な
ど
、身
近
な
人
達
と一緒
に
考
え
た
い
。

そ
し
て
、今
年
出
さ
れ
た
判
決
が
未
来
へ
と
向
け
ら
れ
た一

筋
の
光
と
し
て
広
が
って
い
く
こ
と
を
私
は
願
う
。

※

参
考
図
書「
白
樺
の
木
立
を
越
え
て
ー
ハン
セ
ン
病
と
共

に
生
き
る
ー
」　
藤
田
三
四
郎
　
文
芸
社

作文
優秀賞

正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
っ
て

下
仁
田
中
学
校
　
二
年
　
　
吉
見
　
紅
葉

よ
し
み

か
ん
べ

つ
ち
や

か
の
ん

く
れ
は

作文
優秀賞

ネ
ッ
ト
で
も
被
害
を
な
く
す
た
め
に

下
仁
田
小
学
校
　
六
年
　
神
戸
　
も
も

　
み
な
さ
ん
は
、人
権
と
は
何
か
知
って
い
ま
す
か
。人
権
と

は
、誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
権
利
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、最
近
よ
く
ニュ
ー
ス
で
見
か
け
る
の
が「
自
殺
」

で
す
。特
に
多
い
の
が
中
学
生
や
高
校
生
で
す
。私
は
、そ
の

理
由
を
自
分
な
り
に
考
え
ま
し
た
。最
初
に
思
い
浮
か
べ
る

の
は
、「
い
じ
め
」で
す
。ど
の
よ
う
な
い
じ
め
が
あ
る
の
か
を

調
べ
て
み
る
と
、最
近
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た「
ネ
ッ

ト
い
じ
め
」が
多
く
な
って
い
る
よ
う
で
す
。

　
な
ぜ
、ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
す
る
の
か
。そ
れ
は
、顔
や
名
前

な
ど
が
分
か
ら
な
い
か
ら
ネ
ッ
ト
に
悪
口
を
書
き
込
ん
で
い

る
の
で
す
。無
断
で
相
手
の
個
人
情
報
を
晒
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。さ
ら
に
、な
り
す
ま
し
と
い
う
も
の

も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
被
害
は
た
く
さ
ん
あ

り
、日
本
だ
け
で
は
な
く
外
国
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
の
被
害
は
、年
々
増
え
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は
ど
う

す
れ
ば
、ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
ネ
ッ
ト
被
害
が
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
か
。私
は
、一人
一人
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
正
し
い

判
断
と
理
解
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
で
、い
じ
め
や
被
害
に
あ

わ
な
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今
ま
で
は
私

も
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、学
校
で
情
報
モ
ラ
ル
の
授
業

を
し
た
と
き
か
ら
、ネ
ッ
ト
は
完
全
に
信
用
し
て
は
い
け
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ネ
ッ
ト
の
い
じ
め
や
誹
謗

中
傷
や
い
や
が
ら
せ
な
ど
の
本
質
は
従
来
か
ら
あ
る
い
じ
め

と
同
じ
な
の
で
す
。

　
そ
う
いっ
た
こ
と
か
ら
、「
自
殺
」が
生
ま
れ
ま
す
。一
人
一

人
が
そ
れ
を
見
直
せ
ば
いい
の
で
ば
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

で
も
、そ
れ
は
み
ん
な
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。だ
か
ら
、ま
ず
は
使
い
方
を
意
識
し
て
今
ま
で

を
見
直
し
て
、一人
で
も「
自
殺
」す
る
人
や「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」

に
悩
む
人
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
ず
は
、私
が
使
い
方
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

人権ポスター
優秀賞

下
仁
田
中
学
校
１
年
　
土
谷
　
佳
夢

「
思
い
や
る
心
」

せま はくと

見た目はみんな
　　ちがうけど　いのちの
　　　　大きさ　いっしょだよ

下仁田小学校　2年　　瀬間　珀翔

人権標語
優秀賞

たむら はやと

おもいやり　
　　こころの天気を　
　　　　　　はれにする

下仁田小学校　2年　　田村　隼人

人権標語
優秀賞

たなか はるか

おもいやり　
　　してあげるほど　
　　　　　　ニッコニコ

下仁田小学校　2年　　田中　榛夏

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
９
月
５
日
は
、
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た

日
で
す
。
そ
れ
を
記
念
し
、
下
仁
田
ジ

オ
パ
ー
ク
の
会
主
催
に
よ
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
d
e
ジ
オ
「
馬
山
遺
跡
街
道
を
歩

こ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
「
道
の
駅
し
も
に
た
」
発
着

で
馬
山
農
免
道
路
（
町
道
２
５
９
４

号
）
を
散
策
し
ま
す
。

　
馬
山
農
免
道
路
の
あ
る
高
台
は
、
見

通
し
が
よ
く
、
東
に
関
東
平
野
、
西
に

下
仁
田
の
山
々
が
見
渡
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
高
台
の
畑
か
ら
は
旧

石
器
・
縄
文
人
の
道
具
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
長
期
に
わ
た
る
自
粛
期
間
の
運
動
不

足
解
消
に
農
免
道
路
を
散
策
し
、
昔
の

人
が
見
て
い
た
光
景
を
み
て
み
ま
せ
ん

か
？

●
期
日
　
９
月
５
日
（
土
）

●
時
間
　
午
前
８
時
〜
11
時

●
集
合
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た

●
持
ち
物
　
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子

●
そ
の
他
　
歩
き
や
す
い
靴
・
マ
ス
ク

着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
８
月
８
日
（
土
）
、
夏
の
子
ど
も
ジ

オ
パ
ー
ク
探
検
教
室
2
0
2
0
を
開
催

し
、
規
模
を
縮
小
し
た
形
で
、
南
牧
川

の
自
然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
町
内
の
子
ど
も
た
ち
14
名
程
度

で
、
川
原
の
石
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
そ

の
裏
に
い
る
生
き
物
を
観
察
し
た
り
、

砂
金
探
し
に
挑
戦
し
た
り
と
、
下
仁
田

の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
今
年
は
遠

く
に
遊
び
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
楽
し
い
夏
の
思
い
出
作
り
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念

『
馬
山
遺
跡
街
道
を
歩
こ
う
』

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念

『
馬
山
遺
跡
街
道
を
歩
こ
う
』

新
し
く
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト（
展
望

地
点
）を
設
定
し
ま
し
た
。

新
し
く
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト（
展
望

地
点
）を
設
定
し
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
昨
年
度
の
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
高
木
秀

雄
先
生
ら
の
研
究
の
中
で
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
の
新
し
い
サ
イ
ト
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
ジ
オ
パ
ー
ク
協

議
会
の
専
門
部
会
が
東
部
大
橋
を
新
た

な
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
東
部
大
橋
か
ら
は
川
の
中
に
青

岩
が
、
背
後
に
は
大
崩
山
、
川
井
山
、

四
ッ
又
山
な
ど
、
独
特
の
形
を
し
た

「
根
な
し
山
」
が
一
望
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
散
策
の
際
に
は
ぜ
ひ
眺
め

て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
は
、
宮
室
の
逆
転
層
付
近
で
ジ

オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
20
日
（
日
）

午
前
８
時
か
ら
※
開
催
日
が
休
日
の
た

め
い
つ
も
と
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

●
集
合
　
宮
室
の
逆
転
層
駐
車
場

●
清
掃
場
所
「
宮
室
の
逆
転
層
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
学
制
発
布
当
時
の
西
牧
は
、
入

山
村
、
恩
賀
村
、
漆
萱
村
、
矢
川

村
、
黒
川
村
、
根
小
屋
村
、
本
宿

村
、
坂
詰
村
、
森
平
村
、
大
平

村
、
藤
井
村
、
芦
野
平
村
、
三
ツ

瀬
村
、
市
野
萱
村
の
14
ケ
村
か
ら

成
立
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
８
７
４
年
（
明
治
７
）
１
月

長
楽
寺
に
本
宿
学
校
が
創
立
し
ま

し
て
、
所
属
は
黒
川
村
、
根
小
屋

村
、
本
宿
村
、
坂
詰
村
、
森
平

村
、
藤
井
村
の
６
ケ
村
で
し
た
。

　
翌
年
西
牧
の
14
ケ
村
は
合
併
し

て
西
野
牧
村
と
改
名
さ
れ
て
、
１

８
７
９
年
（
明
治
12
）
に
学
校
名

は
西
野
牧
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
５
月

に
現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
し
ま

し
て
、
移
転
を
し
て
上
鏑
学
校
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
分
校
に

西
牧
南
学
校
、
第
２
分
校
に
矢
川

学
校
、
第
３
分
校
に
入
山
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

　
学
制
発
布
当
時
の
西
牧
は
、
入

山
村
、
恩
賀
村
、
漆
萱
村
、
矢
川

村
、
黒
川
村
、
根
小
屋
村
、
本
宿

村
、
坂
詰
村
、
森
平
村
、
大
平

村
、
藤
井
村
、
芦
野
平
村
、
三
ツ

瀬
村
、
市
野
萱
村
の
14
ケ
村
か
ら

成
立
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
８
７
４
年
（
明
治
７
）
１
月

長
楽
寺
に
本
宿
学
校
が
創
立
し
ま

し
て
、
所
属
は
黒
川
村
、
根
小
屋

村
、
本
宿
村
、
坂
詰
村
、
森
平

村
、
藤
井
村
の
６
ケ
村
で
し
た
。

　
翌
年
西
牧
の
14
ケ
村
は
合
併
し

て
西
野
牧
村
と
改
名
さ
れ
て
、
１

８
７
９
年
（
明
治
12
）
に
学
校
名

は
西
野
牧
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
５
月

に
現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
し
ま

し
て
、
移
転
を
し
て
上
鏑
学
校
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
分
校
に

西
牧
南
学
校
、
第
２
分
校
に
矢
川

学
校
、
第
３
分
校
に
入
山
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

　
１
８
８
７
年
（
明
治
20
）
に
西

牧
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

て
、
以
後
度
々
校
名
が
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
１
９
３
２
年
（
昭
和
７
）
に
新

校
舎
が
五
郎
戸
（
中
学
校
廃
校

跡
）
に
落
成
を
し
て
移
転
を
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
中
学
校
が
教
室

不
足
と
な
っ
て
、
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
）
に
小
学
校
と
中
学
校

の
校
地
・
校
舎
と
を
交
換
し
ま
し

た
。

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
に
は

西
牧
３
小
学
校
の
統
合
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
（
平
成

24
）
３
月
に
は
つ
い
に
下
仁
田
小

学
校
へ
合
併
と
な
り
ま
し
て
廃
校

と
成
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
校
舎
・
体
育
館
と
校
庭

に
は
思
い
で
の
記
念
碑
多
数
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
西
牧
尋
常
高
等
小
学
校
改
築
記

念
碑

　
１
８
８
７
年
（
明
治
20
）
に
西

牧
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

て
、
以
後
度
々
校
名
が
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
１
９
３
２
年
（
昭
和
７
）
に
新

校
舎
が
五
郎
戸
（
中
学
校
廃
校

跡
）
に
落
成
を
し
て
移
転
を
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
中
学
校
が
教
室

不
足
と
な
っ
て
、
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
）
に
小
学
校
と
中
学
校

の
校
地
・
校
舎
と
を
交
換
し
ま
し

た
。

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
に
は

西
牧
３
小
学
校
の
統
合
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
（
平
成

24
）
３
月
に
は
つ
い
に
下
仁
田
小

学
校
へ
合
併
と
な
り
ま
し
て
廃
校

と
成
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
校
舎
・
体
育
館
と
校
庭

に
は
思
い
で
の
記
念
碑
多
数
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
西
牧
尋
常
高
等
小
学
校
改
築
記

念
碑

　
こ
の
記
念
碑
は
五
郎
戸
に
１
９

３
３
年
（
昭
和
８
）
１
月
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
校
地
・
校
舎
交
換

に
よ
っ
て
１
９
７
３
年
（
昭
和

48
）
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し

た
。

②
二
宮
尊
徳
先
生
幼
時
之
像

　
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）
７
月

寄
贈
者
深
沢
て
る
女
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

③
西
牧
小
学
校
校
歌
の
碑

　
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
陽

春
、
鈴
木
比
呂
志
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

④
土
地
寄
贈
の
碑

　
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
３
月

畑
二
一
〇
坪
　
寄
贈
者
佐
藤
實
二

郎
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤
開
校
百
年
碑

　
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
）
１
月

28
日
開
校
百
年
を
記
念
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

⑥
統
合
記
念
碑

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
４
月

１
日
西
牧
小
学
校
統
合
記
念
と
題

し
た
、
西
牧
３
小
学
校
統
合
の
記

念
碑
で
す
。

　
こ
の
記
念
碑
は
五
郎
戸
に
１
９

３
３
年
（
昭
和
８
）
１
月
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
校
地
・
校
舎
交
換

に
よ
っ
て
１
９
７
３
年
（
昭
和

48
）
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し

た
。

②
二
宮
尊
徳
先
生
幼
時
之
像

　
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）
７
月

寄
贈
者
深
沢
て
る
女
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

③
西
牧
小
学
校
校
歌
の
碑

　
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
陽

春
、
鈴
木
比
呂
志
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

④
土
地
寄
贈
の
碑

　
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
３
月

畑
二
一
〇
坪
　
寄
贈
者
佐
藤
實
二

郎
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤
開
校
百
年
碑

　
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
）
１
月

28
日
開
校
百
年
を
記
念
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

⑥
統
合
記
念
碑

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
４
月

１
日
西
牧
小
学
校
統
合
記
念
と
題

し
た
、
西
牧
３
小
学
校
統
合
の
記

念
碑
で
す
。

里
見
哲
夫

西
牧
小
学
校
跡

西
牧
小
学
校
跡

⑦
下
仁
田
町
立
西
牧
小
学
校
統
合

10
周
年
記
念

　
１
９
９
６
年
（
平
成
８
）
学
校

入
口
に
、
大
桁
山
の
玄
武
岩
で
、

門
柱
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑧
・
閉
校
記
念
碑
１
．

　
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
閉
校
を
記
念
し
て
建
立
し
た

記
念
碑
で
、
「
キ
ラ
キ
ラ
　
す
く

す
く
　
心
豊
か
な
　
西
牧
っ
子
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
閉
校
記
念
碑
２
．

　
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
西
牧

地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
寄

贈
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
下
仁
田
町
立
西
牧
小
学
校
統
合

10
周
年
記
念

　
１
９
９
６
年
（
平
成
８
）
学
校

入
口
に
、
大
桁
山
の
玄
武
岩
で
、

門
柱
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑧
・
閉
校
記
念
碑
１
．

　
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
閉
校
を
記
念
し
て
建
立
し
た

記
念
碑
で
、
「
キ
ラ
キ
ラ
　
す
く

す
く
　
心
豊
か
な
　
西
牧
っ
子
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
閉
校
記
念
碑
２
．

　
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
西
牧

地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
寄

贈
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

行
事
案
内

夏
の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク

探
検
隊
２
０
２
０

夏
の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク

探
検
隊
２
０
２
０

行
事
報
告

9
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 宮
室
の
逆
転
層 

” で
す
!!

9
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 宮
室
の
逆
転
層 

” で
す
!!

西牧小学校跡の碑の一部西牧小学校跡の碑の一部

キ
ラ
キ
ラ
と
　光
る
子
ど
も
の
　影
も
な
く

淋
し
さ
さ
そ
う
　朝
礼
台

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
９
月
５
日
は
、
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た

日
で
す
。
そ
れ
を
記
念
し
、
下
仁
田
ジ

オ
パ
ー
ク
の
会
主
催
に
よ
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
d
e
ジ
オ
「
馬
山
遺
跡
街
道
を
歩

こ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
「
道
の
駅
し
も
に
た
」
発
着

で
馬
山
農
免
道
路
（
町
道
２
５
９
４

号
）
を
散
策
し
ま
す
。

　
馬
山
農
免
道
路
の
あ
る
高
台
は
、
見

通
し
が
よ
く
、
東
に
関
東
平
野
、
西
に

下
仁
田
の
山
々
が
見
渡
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
高
台
の
畑
か
ら
は
旧

石
器
・
縄
文
人
の
道
具
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
長
期
に
わ
た
る
自
粛
期
間
の
運
動
不

足
解
消
に
農
免
道
路
を
散
策
し
、
昔
の

人
が
見
て
い
た
光
景
を
み
て
み
ま
せ
ん

か
？

●
期
日
　
９
月
５
日
（
土
）

●
時
間
　
午
前
８
時
〜
11
時

●
集
合
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た

●
持
ち
物
　
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子

●
そ
の
他
　
歩
き
や
す
い
靴
・
マ
ス
ク

着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
８
月
８
日
（
土
）
、
夏
の
子
ど
も
ジ

オ
パ
ー
ク
探
検
教
室
2
0
2
0
を
開
催

し
、
規
模
を
縮
小
し
た
形
で
、
南
牧
川

の
自
然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
町
内
の
子
ど
も
た
ち
14
名
程
度

で
、
川
原
の
石
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
そ

の
裏
に
い
る
生
き
物
を
観
察
し
た
り
、

砂
金
探
し
に
挑
戦
し
た
り
と
、
下
仁
田

の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
今
年
は
遠

く
に
遊
び
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
楽
し
い
夏
の
思
い
出
作
り
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念

『
馬
山
遺
跡
街
道
を
歩
こ
う
』

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念

『
馬
山
遺
跡
街
道
を
歩
こ
う
』

新
し
く
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト（
展
望

地
点
）を
設
定
し
ま
し
た
。

新
し
く
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト（
展
望

地
点
）を
設
定
し
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
昨
年
度
の
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
高
木
秀

雄
先
生
ら
の
研
究
の
中
で
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
の
新
し
い
サ
イ
ト
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
ジ
オ
パ
ー
ク
協

議
会
の
専
門
部
会
が
東
部
大
橋
を
新
た

な
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
東
部
大
橋
か
ら
は
川
の
中
に
青

岩
が
、
背
後
に
は
大
崩
山
、
川
井
山
、

四
ッ
又
山
な
ど
、
独
特
の
形
を
し
た

「
根
な
し
山
」
が
一
望
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
散
策
の
際
に
は
ぜ
ひ
眺
め

て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
は
、
宮
室
の
逆
転
層
付
近
で
ジ

オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
20
日
（
日
）

午
前
８
時
か
ら
※
開
催
日
が
休
日
の
た

め
い
つ
も
と
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

●
集
合
　
宮
室
の
逆
転
層
駐
車
場

●
清
掃
場
所
「
宮
室
の
逆
転
層
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
学
制
発
布
当
時
の
西
牧
は
、
入

山
村
、
恩
賀
村
、
漆
萱
村
、
矢
川

村
、
黒
川
村
、
根
小
屋
村
、
本
宿

村
、
坂
詰
村
、
森
平
村
、
大
平

村
、
藤
井
村
、
芦
野
平
村
、
三
ツ

瀬
村
、
市
野
萱
村
の
14
ケ
村
か
ら

成
立
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
８
７
４
年
（
明
治
７
）
１
月

長
楽
寺
に
本
宿
学
校
が
創
立
し
ま

し
て
、
所
属
は
黒
川
村
、
根
小
屋

村
、
本
宿
村
、
坂
詰
村
、
森
平

村
、
藤
井
村
の
６
ケ
村
で
し
た
。

　
翌
年
西
牧
の
14
ケ
村
は
合
併
し

て
西
野
牧
村
と
改
名
さ
れ
て
、
１

８
７
９
年
（
明
治
12
）
に
学
校
名

は
西
野
牧
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
５
月

に
現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
し
ま

し
て
、
移
転
を
し
て
上
鏑
学
校
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
分
校
に

西
牧
南
学
校
、
第
２
分
校
に
矢
川

学
校
、
第
３
分
校
に
入
山
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

　
学
制
発
布
当
時
の
西
牧
は
、
入

山
村
、
恩
賀
村
、
漆
萱
村
、
矢
川

村
、
黒
川
村
、
根
小
屋
村
、
本
宿

村
、
坂
詰
村
、
森
平
村
、
大
平

村
、
藤
井
村
、
芦
野
平
村
、
三
ツ

瀬
村
、
市
野
萱
村
の
14
ケ
村
か
ら

成
立
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
８
７
４
年
（
明
治
７
）
１
月

長
楽
寺
に
本
宿
学
校
が
創
立
し
ま

し
て
、
所
属
は
黒
川
村
、
根
小
屋

村
、
本
宿
村
、
坂
詰
村
、
森
平

村
、
藤
井
村
の
６
ケ
村
で
し
た
。

　
翌
年
西
牧
の
14
ケ
村
は
合
併
し

て
西
野
牧
村
と
改
名
さ
れ
て
、
１

８
７
９
年
（
明
治
12
）
に
学
校
名

は
西
野
牧
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
５
月

に
現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
し
ま

し
て
、
移
転
を
し
て
上
鏑
学
校
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
分
校
に

西
牧
南
学
校
、
第
２
分
校
に
矢
川

学
校
、
第
３
分
校
に
入
山
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

　
１
８
８
７
年
（
明
治
20
）
に
西

牧
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

て
、
以
後
度
々
校
名
が
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
１
９
３
２
年
（
昭
和
７
）
に
新

校
舎
が
五
郎
戸
（
中
学
校
廃
校

跡
）
に
落
成
を
し
て
移
転
を
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
中
学
校
が
教
室

不
足
と
な
っ
て
、
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
）
に
小
学
校
と
中
学
校

の
校
地
・
校
舎
と
を
交
換
し
ま
し

た
。

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
に
は

西
牧
３
小
学
校
の
統
合
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
（
平
成

24
）
３
月
に
は
つ
い
に
下
仁
田
小

学
校
へ
合
併
と
な
り
ま
し
て
廃
校

と
成
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
校
舎
・
体
育
館
と
校
庭

に
は
思
い
で
の
記
念
碑
多
数
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
西
牧
尋
常
高
等
小
学
校
改
築
記

念
碑

　
１
８
８
７
年
（
明
治
20
）
に
西

牧
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

て
、
以
後
度
々
校
名
が
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
１
９
３
２
年
（
昭
和
７
）
に
新

校
舎
が
五
郎
戸
（
中
学
校
廃
校

跡
）
に
落
成
を
し
て
移
転
を
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
中
学
校
が
教
室

不
足
と
な
っ
て
、
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
）
に
小
学
校
と
中
学
校

の
校
地
・
校
舎
と
を
交
換
し
ま
し

た
。

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
に
は

西
牧
３
小
学
校
の
統
合
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
（
平
成

24
）
３
月
に
は
つ
い
に
下
仁
田
小

学
校
へ
合
併
と
な
り
ま
し
て
廃
校

と
成
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
校
舎
・
体
育
館
と
校
庭

に
は
思
い
で
の
記
念
碑
多
数
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
西
牧
尋
常
高
等
小
学
校
改
築
記

念
碑

　
こ
の
記
念
碑
は
五
郎
戸
に
１
９

３
３
年
（
昭
和
８
）
１
月
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
校
地
・
校
舎
交
換

に
よ
っ
て
１
９
７
３
年
（
昭
和

48
）
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し

た
。

②
二
宮
尊
徳
先
生
幼
時
之
像

　
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）
７
月

寄
贈
者
深
沢
て
る
女
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

③
西
牧
小
学
校
校
歌
の
碑

　
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
陽

春
、
鈴
木
比
呂
志
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

④
土
地
寄
贈
の
碑

　
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
３
月

畑
二
一
〇
坪
　
寄
贈
者
佐
藤
實
二

郎
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤
開
校
百
年
碑

　
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
）
１
月

28
日
開
校
百
年
を
記
念
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

⑥
統
合
記
念
碑

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
４
月

１
日
西
牧
小
学
校
統
合
記
念
と
題

し
た
、
西
牧
３
小
学
校
統
合
の
記

念
碑
で
す
。

　
こ
の
記
念
碑
は
五
郎
戸
に
１
９

３
３
年
（
昭
和
８
）
１
月
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
校
地
・
校
舎
交
換

に
よ
っ
て
１
９
７
３
年
（
昭
和

48
）
に
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し

た
。

②
二
宮
尊
徳
先
生
幼
時
之
像

　
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）
７
月

寄
贈
者
深
沢
て
る
女
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

③
西
牧
小
学
校
校
歌
の
碑

　
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
陽

春
、
鈴
木
比
呂
志
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

④
土
地
寄
贈
の
碑

　
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
３
月

畑
二
一
〇
坪
　
寄
贈
者
佐
藤
實
二

郎
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤
開
校
百
年
碑

　
１
９
７
４
年
（
昭
和
49
）
１
月

28
日
開
校
百
年
を
記
念
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

⑥
統
合
記
念
碑

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
４
月

１
日
西
牧
小
学
校
統
合
記
念
と
題

し
た
、
西
牧
３
小
学
校
統
合
の
記

念
碑
で
す
。

里
見
哲
夫

西
牧
小
学
校
跡

西
牧
小
学
校
跡

⑦
下
仁
田
町
立
西
牧
小
学
校
統
合

10
周
年
記
念

　
１
９
９
６
年
（
平
成
８
）
学
校

入
口
に
、
大
桁
山
の
玄
武
岩
で
、

門
柱
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑧
・
閉
校
記
念
碑
１
．

　
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
閉
校
を
記
念
し
て
建
立
し
た

記
念
碑
で
、
「
キ
ラ
キ
ラ
　
す
く

す
く
　
心
豊
か
な
　
西
牧
っ
子
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
閉
校
記
念
碑
２
．

　
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
西
牧

地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
寄

贈
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
下
仁
田
町
立
西
牧
小
学
校
統
合

10
周
年
記
念

　
１
９
９
６
年
（
平
成
８
）
学
校

入
口
に
、
大
桁
山
の
玄
武
岩
で
、

門
柱
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑧
・
閉
校
記
念
碑
１
．

　
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
閉
校
を
記
念
し
て
建
立
し
た

記
念
碑
で
、
「
キ
ラ
キ
ラ
　
す
く

す
く
　
心
豊
か
な
　
西
牧
っ
子
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
閉
校
記
念
碑
２
．

　
２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
西
牧

地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
寄

贈
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

行
事
案
内

夏
の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク

探
検
隊
２
０
２
０

夏
の
子
ど
も
ジ
オ
パ
ー
ク

探
検
隊
２
０
２
０

行
事
報
告

9
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 宮
室
の
逆
転
層 

” で
す
!!

9
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 宮
室
の
逆
転
層 

” で
す
!!

西牧小学校跡の碑の一部西牧小学校跡の碑の一部

キ
ラ
キ
ラ
と
　光
る
子
ど
も
の
　影
も
な
く

淋
し
さ
さ
そ
う
　朝
礼
台

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
ア
マ
ビ
エ
を
悪
病
阻
止
と
村
外
れ 

　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
風
穴
に
ト
ン
ボ
飛
ぶ
数
日
毎
増
し 

　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
う
ら
う
ら
と
若
葉
や
わ
ら
か
く
光
る
朝
夏
う
ぐ
い
す
の
声
す
き
と
う
る

　

  

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
労
ら
え
ば
介
護
士
だ
よ
と
娘
は
笑
う
屈
託
な
き
声
は
我
に
沁
む 

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
白
菜
の
種
ま
き
芽
の
出
た
朝
な
夕
我
が
子
大
事
に
育
て
る
玻
の
如
し 

　（
南
野
牧
）  

清
水
み
ち
代

7月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

宇山佳佑
高見沢俊彦

辻堂魁
凪良ゆう
ハ・ワン
佐藤愛子
石井妙子
上田秀人
岡本さとる
門田泰明
矢島綾

山下明生
最上一平

書名
この恋は世界でいちばん美しい雨

秘める恋、守る愛
黙

わたしの美しい庭
あやうく一生懸命生きるところだった

気がつけば、終着駅
女帝 小池百合子

勘定吟味役異聞シリーズ
若鷹武芸帖シリーズ

拵屋銀次郎半畳記シリーズ
鬼滅の刃　風の道しるべ

タヌキのきょうしつ
山のちょうじょうの木のてっぺん

著者名
中川ひろたか
中山由美
松井ラフ

ニック・シャラット
ミランダ・ポール
リズ・ガートン・スキャロン
ジュゼッペ・フェスタ

高橋うらら
指田和

上条さなえ
ゴムドリCo.
スライウム
丸山貴史

書名
おれ、よびだしになる

くらべてわかる地球のこと
青いあいつがやってきた!?

ねこと王さま
ポリぶくろ、1まい、すてた

ながーい5ふん　みじかい5ふん
飛ぶための百歩

風を切って走りたい
ヒロシマ　消えたかぞく

月と珊瑚
水族館のサバイバル

どっちが強い!?X 裏切者はだれだ?
もーっとわけあって絶滅しました

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
し
た
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風

穴
」
の
、
番
舎
遺
構
ゾ
ー
ン
平
地

部
分
の
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
砂
利
敷
き
だ
っ
た
受

付
奥
の
見
学
路
が
舗
装
さ
れ
、
車

椅
子
で
の
見
学
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ

て
い
た
建
物
の
位
置
を
足
元
に
表

示
す
る
こ
と
で
、
荒
船
風
穴
の
施

設
規
模
を
実
感
し
や
す
く
し
ま
し

た
。

　
現
在
は
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た

道
を
見
学
路
と
し
て
歩
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
進
化
し
て
い
く

荒
船
風
穴
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

荒
船
風
穴
の
整
備
工
事
の
一
部
完
成
に
つ
い
て

む
住
に
本
日、
は
金
年
民
国
　

２０

上
以
歳

６０

公
る
す
入
加
が
人
の
て
べ
す
の
満
未
歳

。
す
で
度
制
金
年
的

。
す
ま
り
な
に
要
必
が
出
け
届
に
と
ご
会
機
な
う
よ
の
次、
は）
者
険
保
被
（者
入
加
　

、
が）
ど
な
生
学
や
者
業
営
自
（者
険
保
被
号
１
第

き
と
た
し
入
加
に
金
年
生
厚
て
し
職
就
■

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
が
者
偶
配
↓
　

、
が）
ど
な
員
務
公
や
員
社
会
（者
険
保
被
号
２
第

き
と
た
し
職
退
▼

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
場
役
村
町・
所
役
市
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
が
者
偶
配
↓
　

、
が）
者
偶
配
る
い
て
れ
さ
養
扶
に
者
険
保
被
号
２
第
（者
険
保
被
号
３
第

き
と
た
し
入
加
に
金
年
生
厚
て
し
職
就
◆

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
場
役
村
町・
所
役
市
↓
　

な
れ
ら
け
受
が
金
年
来
将、
と
く
お
て
し
に
ま
ま
の
そ
て
れ
忘
を
出
け
届
な
要
必
　

７
２
０
☎
　

国
民
年
金
課

●
問
い
合
わ
せ

　
所
務
事
金
年
崎
高

２
２
３

９
９
２
４

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
リ
バ
イ
ブ
：
復
興
）
は
下
仁
田
駅
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
周
辺
で
開
催

す
る
音
楽
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
雑
貨
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
古
き
良
き
文
化
の
復
興
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
分
断
さ
れ
た
地
域
社
会
に
新
し

い
生
活
様
式
と
経
済
の
復
興
を
目
指
し
生
演
奏
の
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
下
仁
田

の
歴
史
あ
る
街
並
み
に
触
れ
て
も
ら
う
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
２
０
２
０
年
11
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
下
仁
田
倉
庫
周
辺
　
入
場
無
料
　

★
会
場
で
は
マ
ス
ク
着
用
で
人
と
人
と
の
距
離
を
取
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
設

置
や
体
温
測
定
の
実
施
等
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
が
開
催
日
間
近
の
県
内
感

染
状
況
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
出
店
者
募
集

尚
、
明
治
〜
昭
和
の
骨
董
品
等
の
展
示
・
販
売
、
飲
食
の
販
売
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
現
実
化
委
員
会

０
９
０
―
４
１
７
３
―
３
８
６
７
　
田
村
純
一

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
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の
話
題
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の
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江
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に
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数
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　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
う
ら
う
ら
と
若
葉
や
わ
ら
か
く
光
る
朝
夏
う
ぐ
い
す
の
声
す
き
と
う
る

　

  

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
労
ら
え
ば
介
護
士
だ
よ
と
娘
は
笑
う
屈
託
な
き
声
は
我
に
沁
む 

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
白
菜
の
種
ま
き
芽
の
出
た
朝
な
夕
我
が
子
大
事
に
育
て
る
玻
の
如
し 

　（
南
野
牧
）  

清
水
み
ち
代

7月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

宇山佳佑
高見沢俊彦

辻堂魁
凪良ゆう
ハ・ワン
佐藤愛子
石井妙子
上田秀人
岡本さとる
門田泰明
矢島綾

山下明生
最上一平

書名
この恋は世界でいちばん美しい雨

秘める恋、守る愛
黙

わたしの美しい庭
あやうく一生懸命生きるところだった

気がつけば、終着駅
女帝 小池百合子

勘定吟味役異聞シリーズ
若鷹武芸帖シリーズ

拵屋銀次郎半畳記シリーズ
鬼滅の刃　風の道しるべ

タヌキのきょうしつ
山のちょうじょうの木のてっぺん

著者名
中川ひろたか
中山由美
松井ラフ

ニック・シャラット
ミランダ・ポール
リズ・ガートン・スキャロン
ジュゼッペ・フェスタ

高橋うらら
指田和

上条さなえ
ゴムドリCo.
スライウム
丸山貴史

書名
おれ、よびだしになる

くらべてわかる地球のこと
青いあいつがやってきた!?

ねこと王さま
ポリぶくろ、1まい、すてた

ながーい5ふん　みじかい5ふん
飛ぶための百歩

風を切って走りたい
ヒロシマ　消えたかぞく

月と珊瑚
水族館のサバイバル

どっちが強い!?X 裏切者はだれだ?
もーっとわけあって絶滅しました

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い 身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
し
た
世
界
文
化
遺
産
「
荒
船
風

穴
」
の
、
番
舎
遺
構
ゾ
ー
ン
平
地

部
分
の
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
砂
利
敷
き
だ
っ
た
受

付
奥
の
見
学
路
が
舗
装
さ
れ
、
車

椅
子
で
の
見
学
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ

て
い
た
建
物
の
位
置
を
足
元
に
表

示
す
る
こ
と
で
、
荒
船
風
穴
の
施

設
規
模
を
実
感
し
や
す
く
し
ま
し

た
。

　
現
在
は
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た

道
を
見
学
路
と
し
て
歩
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
進
化
し
て
い
く

荒
船
風
穴
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82―

５
３
４
５

荒
船
風
穴
の
整
備
工
事
の
一
部
完
成
に
つ
い
て

む
住
に
本
日、
は
金
年
民
国
　

２０

上
以
歳

６０

公
る
す
入
加
が
人
の
て
べ
す
の
満
未
歳

。
す
で
度
制
金
年
的

。
す
ま
り
な
に
要
必
が
出
け
届
に
と
ご
会
機
な
う
よ
の
次、
は）
者
険
保
被
（者
入
加
　

、
が）
ど
な
生
学
や
者
業
営
自
（者
険
保
被
号
１
第

き
と
た
し
入
加
に
金
年
生
厚
て
し
職
就
■

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
が
者
偶
配
↓
　

、
が）
ど
な
員
務
公
や
員
社
会
（者
険
保
被
号
２
第

き
と
た
し
職
退
▼

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
場
役
村
町・
所
役
市
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
が
者
偶
配
↓
　

、
が）
者
偶
配
る
い
て
れ
さ
養
扶
に
者
険
保
被
号
２
第
（者
険
保
被
号
３
第

き
と
た
し
入
加
に
金
年
生
厚
て
し
職
就
◆

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
場
役
村
町・
所
役
市
↓
　

な
れ
ら
け
受
が
金
年
来
将、
と
く
お
て
し
に
ま
ま
の
そ
て
れ
忘
を
出
け
届
な
要
必
　

７
２
０
☎
　

国
民
年
金
課

●
問
い
合
わ
せ

　
所
務
事
金
年
崎
高

２
２
３

９
９
２
４

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
リ
バ
イ
ブ
：
復
興
）
は
下
仁
田
駅
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
周
辺
で
開
催

す
る
音
楽
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
雑
貨
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
古
き
良
き
文
化
の
復
興
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
分
断
さ
れ
た
地
域
社
会
に
新
し

い
生
活
様
式
と
経
済
の
復
興
を
目
指
し
生
演
奏
の
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
下
仁
田

の
歴
史
あ
る
街
並
み
に
触
れ
て
も
ら
う
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
２
０
２
０
年
11
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
下
仁
田
倉
庫
周
辺
　
入
場
無
料
　

★
会
場
で
は
マ
ス
ク
着
用
で
人
と
人
と
の
距
離
を
取
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
設

置
や
体
温
測
定
の
実
施
等
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
が
開
催
日
間
近
の
県
内
感

染
状
況
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
出
店
者
募
集

尚
、
明
治
〜
昭
和
の
骨
董
品
等
の
展
示
・
販
売
、
飲
食
の
販
売
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
現
実
化
委
員
会

０
９
０
―
４
１
７
３
―
３
８
６
７
　
田
村
純
一

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
下
仁
田
消
防
署

●
受
講
料
　
１
２
，
５
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
広
域
消
防

本
部
予
防
課
危
険
物
係
に
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
０
６

　
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
あ
る
7
月

に
、
毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
社

明
募
金
活
動
に
、
ご
協
力
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
募
金

額
は
7
5
4
，
7
0
0
円
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
募
金
は
、
以
下
の
よ
う

な
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

活
動
に
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま

す
。

○
少
年
院
・
更
生
保
護
施
設
・
依
存

症
者
の
回
復
施
設
・
自
立
支
援
施
設
・

児
童
養
護
施
設
な
ど
へ
の
支
援

○
刑
務
所
の
出
所
者
へ
の
就
労
支
援

○
犯
罪
・
非
行
防
止
活
動
（
薬
物
乱

用
防
止
・
特
殊
詐
欺
防
止
・
地
域

見
守
り
活
動
）

○「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
広

報
活
動

○
試
験

●
日
時
　
11
月
15
日（
日
）　

甲
種
、乙
種
、丙
種
、午
前
９
時
か
ら

●
会
場
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

●
書
面
申
請

●
受
付
期
間
　
９
月
28
日
（
月
）
〜

10
月
９
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）

●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

●
受
付
場
所
　
一
般
財
団
法
人
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
　
群
馬
県

支
部

●
電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
）

●
受
付
期
間
　
９
月
25
日
（
金
）
〜

10
月
６
日
（
火
）
で
、
受
付
期
間
中

は
、
24
時
間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
準
備
講
習
会

●
日
時
　
10
月
27
日
（
火
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
会
場
　
広
域
消
防
本
部
３
階
会

議
室

●
受
付
期
間
　
９
月
28
日
（
月
）
〜

10
月
９
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）

介
護
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

社
明
募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

下
仁
田
町
更
生
保
護
女
性
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

保
養
事
業
の
中
止
に
つ
い
て

浸
水
し
た
家
屋
の
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
等
届
出
書
）

　
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
の

た
め
、
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
が

あ
る
在
宅
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
方

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
在
宅
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
介

護
慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。 

●
支
給
対
象
者
  

 

令
和
２
年
８
月
1
日
現
在
で
、
次
の

（
1
）
お
よ
び
（
2
）
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
在
宅
の
寝
た
き
り
又
は

認
知
症
の
高
齢
者
を
居
宅
に
お
い

て
1
年
以
上
継
続
し
て
介
護
し
て

い
る
方

（
1
） 町
内
に
住
所
を
有
し
、年
齢

が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

（
2
） 要
介
護
4
又
は
5
に
相
当

す
る
状
態
が
1
年
以
上
継
続
し
、
令

和
元
年
8
月
1
日
か
ら
令
和
２
年

7
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
お
よ
び
入
院
等

に
よ
り
在
宅
生
活
を
離
れ
た
期
間

が
通
算
1
0
0
日
を
超
え
な
い
方

●
支
給
金
額
　
8
0
，0
0
0
円

※
確
認
作
業
の
結
果
該
当
さ
れ
た

方
へ
の
支
給
は
12
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
9
月
7
日
（
月
）
〜

30
日（
水
）

●
受
付
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 
 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
　

福
祉
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4（
直
通
）

　
例
年
秋
に
予
定
し
て
い
た
本
事

業
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

方
々
に
は
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
課
　
包
括
支
援
係
　

☎
64
―
8
8
0
4

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
内
　
２
，０
０
０
㎡

市
街
化
区
域
内
以
外
の
都
市
計
画

区
域
内
　
５
，０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外
　
１
０
，
０
０
０

㎡
以
上

●
届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
14
日
以
内

●
届
出
先
　
売
買
し
た
土
地
の
所

在
す
る
市
役
所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
庁

地
域
創
生
課
　

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6

下
仁
田
町
役
場
　
企
画
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64
―
8
8
0
9

　
豪
雨
に
よ
り
家
屋
が
浸
水
し
た

場
合
は
、
細
菌
や
カ
ビ
が
繁
殖
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
感
染
症
予
防
の
た
め
に
は
清
掃

と
乾
燥
が
最
も
重
要
で
す
。

○
清
掃
時
の
注
意
事
項

●
ド
ア
と
窓
を
あ
け
て
、
し
っ
か
り

換
気
す
る

●
汚
泥
は
取
り
除
き
、
し
っ
か
り
乾

燥
さ
せ
る

●
清
掃
中
の
ケ
ガ
を
予
防
す
る
た

め
に
手
袋
を
着
用
し
、靴
を
履
く

●
土
ほ
こ
り
へ
の
対
応
と
し
て

ゴ
ー
グ
ル
・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

●
清
掃
後
は
し
っ
か
り
手
洗
い
を
す
る

◎
消
毒
に
つ
い
て
　
屋
外（
床
下
や
庭

な
ど
）で
は
消
毒
は
原
則
不
要
で
す
。

※
厚
生
労
働
省
の
資
料
か
ら
引
用

●
問
い
合
わ
せ
　
　
保
健
課
保
健

予
防
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

○
災
害
時
に
お
け
る
支
援
活
動

　
今
後
と
も
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
へ
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
10
月
６
日
（
毎
月
第
1
火

曜
日
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
24
日（
木
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル
（
玄
関

ロ
ビ
ー
）

現
在
、血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

４
０
０
m
l
献
血
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　

保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者
の
方
々

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日
も

平
日
と
同
じ
時
間
で
日
直
が
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所
　
役
場 

福
祉
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
12
月
21

日（
月
）ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

役
場
福
祉
課
　
役
場
内
線
3
2
0

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

次亜塩素酸ナトリウム
(家庭用塩素系漂白剤でも可)

消毒用アルコール
70％以上の濃度のものを使用。
火気のあるところで使用しない。

10％塩化ベンザルコニウム
(逆性石けん)

食器類・流し台・浴槽 家具類・床

対象と使い方
消毒薬

0.02％に希釈する
①食器用洗剤と水で洗う。
②希釈した消毒液に５分間漬けるか、消毒
　薬を含ませた布で拭き、その後、水洗い・
　水拭きする。
③よく乾燥させる。

希釈せず、原液のまま使用
①洗剤と水で洗う。
②アルコールを含ませた布で拭く。

0.1％に希釈する
①泥などの汚れを洗い流すか、雑巾などで
　水拭きしてから、十分に乾燥させる。
②調整した液を浸した布などでよく拭く。

0.1％に希釈する
①泥などの汚れを洗い流すか、雑巾などで 
　水拭きしてから、十分に乾燥させる。
②調整した液を浸した布などでよく拭く。
③金属面や木面など色あせが気になる場所
　は、水で2度拭きする。

希釈せず、原液のまま使用
①泥などの汚れを洗い流すか、雑巾などで
　水拭きしてから、十分に乾燥させる。
②アルコールを含ませた布で拭く。

0.1％に希釈する
①泥などの汚れを洗い流すか、雑巾などで
水拭きしてから、十分に乾燥させる。
②調整した液を浸した布などでよく拭く。
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
下
仁
田
消
防
署

●
受
講
料
　
１
２
，
５
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
広
域
消
防

本
部
予
防
課
危
険
物
係
に
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
０
６

　
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
あ
る
7
月

に
、
毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
社

明
募
金
活
動
に
、
ご
協
力
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
募
金

額
は
7
5
4
，
7
0
0
円
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
募
金
は
、
以
下
の
よ
う

な
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

活
動
に
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま

す
。

○
少
年
院
・
更
生
保
護
施
設
・
依
存

症
者
の
回
復
施
設
・
自
立
支
援
施
設
・

児
童
養
護
施
設
な
ど
へ
の
支
援

○
刑
務
所
の
出
所
者
へ
の
就
労
支
援

○
犯
罪
・
非
行
防
止
活
動
（
薬
物
乱

用
防
止
・
特
殊
詐
欺
防
止
・
地
域

見
守
り
活
動
）

○「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
広

報
活
動

○
試
験

●
日
時
　
11
月
15
日（
日
）　

甲
種
、乙
種
、丙
種
、午
前
９
時
か
ら

●
会
場
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

●
書
面
申
請

●
受
付
期
間
　
９
月
28
日
（
月
）
〜

10
月
９
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）

●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

●
受
付
場
所
　
一
般
財
団
法
人
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
　
群
馬
県

支
部

●
電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
）

●
受
付
期
間
　
９
月
25
日
（
金
）
〜

10
月
６
日
（
火
）
で
、
受
付
期
間
中

は
、
24
時
間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
準
備
講
習
会

●
日
時
　
10
月
27
日
（
火
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
会
場
　
広
域
消
防
本
部
３
階
会

議
室

●
受
付
期
間
　
９
月
28
日
（
月
）
〜

10
月
９
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）

介
護
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

社
明
募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

下
仁
田
町
更
生
保
護
女
性
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

保
養
事
業
の
中
止
に
つ
い
て

浸
水
し
た
家
屋
の
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
等
届
出
書
）

　
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
の

た
め
、
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
が

あ
る
在
宅
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
方

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
在
宅
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
介

護
慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。 

●
支
給
対
象
者
  

 

令
和
２
年
８
月
1
日
現
在
で
、
次
の

（
1
）
お
よ
び
（
2
）
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
在
宅
の
寝
た
き
り
又
は

認
知
症
の
高
齢
者
を
居
宅
に
お
い

て
1
年
以
上
継
続
し
て
介
護
し
て

い
る
方

（
1
） 町
内
に
住
所
を
有
し
、年
齢

が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

（
2
） 要
介
護
4
又
は
5
に
相
当

す
る
状
態
が
1
年
以
上
継
続
し
、
令

和
元
年
8
月
1
日
か
ら
令
和
２
年

7
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
お
よ
び
入
院
等

に
よ
り
在
宅
生
活
を
離
れ
た
期
間

が
通
算
1
0
0
日
を
超
え
な
い
方

●
支
給
金
額
　
8
0
，0
0
0
円

※
確
認
作
業
の
結
果
該
当
さ
れ
た

方
へ
の
支
給
は
12
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
9
月
7
日
（
月
）
〜

30
日（
水
）

●
受
付
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 
 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
　

福
祉
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4（
直
通
）

　
例
年
秋
に
予
定
し
て
い
た
本
事

業
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

方
々
に
は
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
課
　
包
括
支
援
係
　

☎
64
―
8
8
0
4

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
内
　
２
，０
０
０
㎡

市
街
化
区
域
内
以
外
の
都
市
計
画

区
域
内
　
５
，０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外
　
１
０
，
０
０
０

㎡
以
上

●
届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
14
日
以
内

●
届
出
先
　
売
買
し
た
土
地
の
所

在
す
る
市
役
所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
庁

地
域
創
生
課
　

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6

下
仁
田
町
役
場
　
企
画
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64
―
8
8
0
9

　
豪
雨
に
よ
り
家
屋
が
浸
水
し
た

場
合
は
、
細
菌
や
カ
ビ
が
繁
殖
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
感
染
症
予
防
の
た
め
に
は
清
掃

と
乾
燥
が
最
も
重
要
で
す
。

○
清
掃
時
の
注
意
事
項

●
ド
ア
と
窓
を
あ
け
て
、
し
っ
か
り

換
気
す
る

●
汚
泥
は
取
り
除
き
、
し
っ
か
り
乾

燥
さ
せ
る

●
清
掃
中
の
ケ
ガ
を
予
防
す
る
た

め
に
手
袋
を
着
用
し
、靴
を
履
く

●
土
ほ
こ
り
へ
の
対
応
と
し
て

ゴ
ー
グ
ル
・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

●
清
掃
後
は
し
っ
か
り
手
洗
い
を
す
る

◎
消
毒
に
つ
い
て
　
屋
外（
床
下
や
庭

な
ど
）で
は
消
毒
は
原
則
不
要
で
す
。

※
厚
生
労
働
省
の
資
料
か
ら
引
用

●
問
い
合
わ
せ
　
　
保
健
課
保
健

予
防
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

○
災
害
時
に
お
け
る
支
援
活
動

　
今
後
と
も
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
へ
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
10
月
６
日
（
毎
月
第
1
火

曜
日
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
24
日（
木
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル
（
玄
関

ロ
ビ
ー
）

現
在
、血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

４
０
０
m
l
献
血
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　

保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者
の
方
々

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日
も

平
日
と
同
じ
時
間
で
日
直
が
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所
　
役
場 

福
祉
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
12
月
21

日（
月
）ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

役
場
福
祉
課
　
役
場
内
線
3
2
0

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

次亜塩素酸ナトリウム
(家庭用塩素系漂白剤でも可)

消毒用アルコール
70％以上の濃度のものを使用。
火気のあるところで使用しない。

10％塩化ベンザルコニウム
(逆性石けん)

食器類・流し台・浴槽 家具類・床

対象と使い方
消毒薬

0.02％に希釈する
①食器用洗剤と水で洗う。
②希釈した消毒液に５分間漬けるか、消毒
　薬を含ませた布で拭き、その後、水洗い・
　水拭きする。
③よく乾燥させる。

希釈せず、原液のまま使用
①洗剤と水で洗う。
②アルコールを含ませた布で拭く。

0.1％に希釈する
①泥などの汚れを洗い流すか、雑巾などで
　水拭きしてから、十分に乾燥させる。
②調整した液を浸した布などでよく拭く。

0.1％に希釈する
①泥などの汚れを洗い流すか、雑巾などで 
　水拭きしてから、十分に乾燥させる。
②調整した液を浸した布などでよく拭く。
③金属面や木面など色あせが気になる場所
　は、水で2度拭きする。

希釈せず、原液のまま使用
①泥などの汚れを洗い流すか、雑巾などで
　水拭きしてから、十分に乾燥させる。
②アルコールを含ませた布で拭く。

0.1％に希釈する
①泥などの汚れを洗い流すか、雑巾などで
水拭きしてから、十分に乾燥させる。
②調整した液を浸した布などでよく拭く。
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催
に
つ
い
て
延
期
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、今
年
度
の
開

催
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、９
月
18
日

（
金
）の
午
後
、小
児
科
医
師
が
不
在
に

な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
毎
年
開
催
し
て
い
た
文
化
協
会
等

主
催
の
文
化
事
業（
映
画
観
賞
会
・
町

民
文
化
講
座
・
町
民
文
化
祭
音
楽
芸

能
発
表
会
及
び
作
品
展
示
会
）は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
や

所
属
団
体
の
活
動
状
況
等
を
考
慮
し
、

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
中
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第
24
回 「
群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞
」

募
集
の
お
知
ら
せ

犬・猫
な
ど
の
ペッ
ト
は

正
し
い
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
中
止

ハロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

お
買
い
求
め
は
群
馬
県
内
の

宝
く
じ
売
り
場
で
!

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

町
文
化
協
会
等
主
催
の
文
化

事
業
の
中
止
に
つ
い
て

粉
砕
機
を
《
無
料
》
で

貸
し
出
し
ま
す

●
募
集
テ
ー
マ

（
1
） 
身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系

等
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た
実
践

活
動
、研
究
、提
案
な
ど

（
2
）
低
炭
素
（
省
エ
ネ
な
ど
）・
循

環
型
社
会（
3
R
な
ど
）づ
く
り
に
向

け
た
身
近
な
実
践
活
動
、提
案
な
ど

●
応
募
資
格

　
群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的
と
す

る
事
業
活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・

団
体（
学
校
を
除
く
）な
ら
び
に
個
人

前
回
の
受
賞
か
ら
5
年
を
経
過
し

た
既
受
賞
者
も
応
募
を
可
と
し
、
再

受
賞
で
き
ま
す
。

●
財
団
賞
の
表
彰
内
容

　
表
彰
式
を
開
催
し
、
助
成
金
と
し

て
1
先
20
万
円
（
7
先
以
内
）
を
贈

呈
し
ま
す
。

●
応
募
締
切
　11
月
30
日（
月
）

●
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
7
1
―
0
8
4
6

前
橋
市
元
総
社
町
1
7
1
―
1

公
益
財
団
法
人
群
馬
銀
行
環
境
財

団
　
事
務
局
　
原
田

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
1
6
0

℻
0
2
7
―
2
5
1
―
4
3
9
9

　
町
で
は
、
自
走
式
の
『
樹
木
粉
砕

機
』・『
草
刈
粉
砕
機
』を
購
入
し
、
無

料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、以
下
の

条
件
を
ご
確
認
の
う
え
、お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
町
内
に
お
い
て
、地
域
の
環
境
を
保

全
し
よ
う
と
す
る
個
人
及
び
団
体

●
予
約
受
付
　
使
用
を
希
望
す
る
日

の
２
ヶ
月
前
よ
り
受
付

●
申
請
先

〔
樹
木
粉
砕
機
〕　
農
林
課
　
林
業
係

〔
草
刈
粉
砕
機
〕　
農
林
課
　
農
業
係

●
貸
出
期
間
（
貸
出
日
・
返
却
日
を

含
む
）

〔
樹
木
粉
砕
機
〕
　土
日
祝
日
を
除
く

連
続
す
る
５
日
以
内
の
間

〔
草
刈
粉
砕
機
〕
　土
日
祝
日
を
除
く

連
続
す
る
３
日
以
内
の
間

※
返
却
日
が
休
日
等
の
場
合
は
翌
開

庁
日
に
返
却

●
利
用
限
度
　
申
請
者
毎
に
１
ヶ
月

間
に
１
回
ま
で

●
利
用
料
　
無
料
（
機
械
等
運
搬
費
・

燃
料
費
・
障
害
保
険
等
加
入
費
は
利

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
）

●
そ
の
他

※
営
利
目
的
で
の
利
用
、及
び
第
三
者

へ
の
転
貸
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
機
械
等
の
運
搬
は
利
用
者
が
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
時
に
、
認
印
、
運
転
免
許
証
を

お
持
ち
下
さ
い
。

※
運
搬
時
に
、
軽
ト
ラ
ッ
ク（
草
刈
粉

砕
機
・
小
型
樹
木
粉
砕
機
）又
は
２
ｔ

ト
ラ
ッ
ク（
大
型
樹
木
粉
砕
機
）、固
定

用
ロ
ー
プ
を
ご
用
意
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
　

☎
64
―
8
8
0
6

　
犬
・
猫
の
フ
ン
・
尿
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
は
自
分
で
は
片
づ
け
ら
れ

ま
せ
ん
。ま
た
、
飼
い
主
以
外
の
人

は
片
づ
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
片
付
け
ま

し
ょ
う
。ペ
ッ
ト
は
「
飼
う
」
か
ら

「
共
に
暮
ら
す
」
意
識
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。犬
の
放
し
飼
い
禁
止
、
室

内
犬
で
も
登
録
・
予
防
注
射
は
飼

い
主
の
義
務
で
す
。ま
た
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
へ
の
無
責
任
な
エ
サ

や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一

部
補
助
に
つ
い
て
　
町
で
は
、
猫
の

フ
ン
尿
被
害
、
病
気
や
交
通
事
故
の

防
止
対
策
と
し
て
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
削
減
を
図
る
た
め
、
猫
の
飼

い
主
に
対
し
て
、
不
妊
・
去
勢
手
術

に
要
し
た
費
用
の
一
部
補
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
概
要

（
１
）補
助
金
額

不
妊
手
術（
メ
ス
） 

１
頭
に
つ
き
　
5
，0
0
0
円

去
勢
手
術（
オ
ス
） 

１
頭
に
つ
き
　
3
，0
0
0
円

（
２
）補
助
対
象

①
飼
い
主
が
下
仁
田
町
内
に
住
所

を
有
し
、か
つ
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
販
売
目
的
で
な
い
こ
と

③
獣
医
師
会
会
員
で
あ
る
開
業
獣

医
師
が
行
う
不
妊
又
は
去
勢
手
術

④
手
術
を
受
け
た
日
か
ら
２
ヶ
月

以
内
に
交
付
申
請
す
る
こ
と

⑤
猫
の
飼
養
者
及
び
世
帯
全
員
に

町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課

環
境
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

●
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事
務
局

（
下
仁
田
町
公
民
館
）

☎
82
―
３
５
３
５

○『「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

と「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
、

9
月
23
日（
水
）か
ら
全
国
で
2
種
類

同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。』

○『
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

は
、
1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
5
億

円
!
』

1
等
　
3
億
円
× 

11
本

前
後
賞
各
　
1
億
円 

×
22
本

※ 

当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
3
3
0

億
円
・
11
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

『
同
時
発
売
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
は
、1
等 

1
，0
0
0
万
円
!
』

1
等 

1
，0
0
0
万
円 

×
50
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
1
5
0

億
円
・
5
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

E-m
ail

gbkouhou@
gunm

abank.co.jp

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

9/17（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

園庭開放
「おともだちとあそぼう～」

9/15（火）

１０：００～１１：３０

　
鏑
林
友
会
（
鈴
木
秀
雄
代

表
）
の
皆
さ
ま
か
ら
金
２
万
円

の
浄
財
を
ご
寄
付
頂
き
ま
し

た
。

　
町
政
発
展
の
た
め
、
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

善
意
の
ご
紹
介
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催
に
つ
い
て
延
期
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、今
年
度
の
開

催
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、９
月
18
日

（
金
）の
午
後
、小
児
科
医
師
が
不
在
に

な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
毎
年
開
催
し
て
い
た
文
化
協
会
等

主
催
の
文
化
事
業（
映
画
観
賞
会
・
町

民
文
化
講
座
・
町
民
文
化
祭
音
楽
芸

能
発
表
会
及
び
作
品
展
示
会
）は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
や

所
属
団
体
の
活
動
状
況
等
を
考
慮
し
、

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
中
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第
24
回 「
群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞
」

募
集
の
お
知
ら
せ

犬・猫
な
ど
の
ペッ
ト
は

正
し
い
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
中
止

ハロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

お
買
い
求
め
は
群
馬
県
内
の

宝
く
じ
売
り
場
で
!

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

町
文
化
協
会
等
主
催
の
文
化

事
業
の
中
止
に
つ
い
て

粉
砕
機
を
《
無
料
》
で

貸
し
出
し
ま
す

●
募
集
テ
ー
マ

（
1
） 

身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系

等
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た
実
践

活
動
、研
究
、提
案
な
ど

（
2
）
低
炭
素
（
省
エ
ネ
な
ど
）・
循

環
型
社
会（
3
R
な
ど
）づ
く
り
に
向

け
た
身
近
な
実
践
活
動
、提
案
な
ど

●
応
募
資
格

　
群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的
と
す

る
事
業
活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・

団
体（
学
校
を
除
く
）な
ら
び
に
個
人

前
回
の
受
賞
か
ら
5
年
を
経
過
し

た
既
受
賞
者
も
応
募
を
可
と
し
、
再

受
賞
で
き
ま
す
。

●
財
団
賞
の
表
彰
内
容

　
表
彰
式
を
開
催
し
、
助
成
金
と
し

て
1
先
20
万
円
（
7
先
以
内
）
を
贈

呈
し
ま
す
。

●
応
募
締
切
　11
月
30
日（
月
）

●
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
7
1
―
0
8
4
6

前
橋
市
元
総
社
町
1
7
1
―
1

公
益
財
団
法
人
群
馬
銀
行
環
境
財

団
　
事
務
局
　
原
田

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
1
6
0

℻
0
2
7
―
2
5
1
―
4
3
9
9

　
町
で
は
、
自
走
式
の
『
樹
木
粉
砕

機
』・『
草
刈
粉
砕
機
』を
購
入
し
、
無

料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、以
下
の

条
件
を
ご
確
認
の
う
え
、お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
町
内
に
お
い
て
、地
域
の
環
境
を
保

全
し
よ
う
と
す
る
個
人
及
び
団
体

●
予
約
受
付
　
使
用
を
希
望
す
る
日

の
２
ヶ
月
前
よ
り
受
付

●
申
請
先

〔
樹
木
粉
砕
機
〕　
農
林
課
　
林
業
係

〔
草
刈
粉
砕
機
〕　
農
林
課
　
農
業
係

●
貸
出
期
間
（
貸
出
日
・
返
却
日
を

含
む
）

〔
樹
木
粉
砕
機
〕
　土
日
祝
日
を
除
く

連
続
す
る
５
日
以
内
の
間

〔
草
刈
粉
砕
機
〕
　土
日
祝
日
を
除
く

連
続
す
る
３
日
以
内
の
間

※
返
却
日
が
休
日
等
の
場
合
は
翌
開

庁
日
に
返
却

●
利
用
限
度
　
申
請
者
毎
に
１
ヶ
月

間
に
１
回
ま
で

●
利
用
料
　
無
料
（
機
械
等
運
搬
費
・

燃
料
費
・
障
害
保
険
等
加
入
費
は
利

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
）

●
そ
の
他

※
営
利
目
的
で
の
利
用
、及
び
第
三
者

へ
の
転
貸
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
機
械
等
の
運
搬
は
利
用
者
が
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
時
に
、
認
印
、
運
転
免
許
証
を

お
持
ち
下
さ
い
。

※
運
搬
時
に
、
軽
ト
ラ
ッ
ク（
草
刈
粉

砕
機
・
小
型
樹
木
粉
砕
機
）又
は
２
ｔ

ト
ラ
ッ
ク（
大
型
樹
木
粉
砕
機
）、固
定

用
ロ
ー
プ
を
ご
用
意
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
　

☎
64
―
8
8
0
6

　
犬
・
猫
の
フ
ン
・
尿
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
は
自
分
で
は
片
づ
け
ら
れ

ま
せ
ん
。ま
た
、
飼
い
主
以
外
の
人

は
片
づ
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
片
付
け
ま

し
ょ
う
。ペ
ッ
ト
は
「
飼
う
」
か
ら

「
共
に
暮
ら
す
」
意
識
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。犬
の
放
し
飼
い
禁
止
、
室

内
犬
で
も
登
録
・
予
防
注
射
は
飼

い
主
の
義
務
で
す
。ま
た
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
へ
の
無
責
任
な
エ
サ

や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一

部
補
助
に
つ
い
て
　
町
で
は
、
猫
の

フ
ン
尿
被
害
、
病
気
や
交
通
事
故
の

防
止
対
策
と
し
て
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
削
減
を
図
る
た
め
、
猫
の
飼

い
主
に
対
し
て
、
不
妊
・
去
勢
手
術

に
要
し
た
費
用
の
一
部
補
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
概
要

（
１
）補
助
金
額

不
妊
手
術（
メ
ス
） 

１
頭
に
つ
き
　
5
，0
0
0
円

去
勢
手
術（
オ
ス
） 

１
頭
に
つ
き
　
3
，0
0
0
円

（
２
）補
助
対
象

①
飼
い
主
が
下
仁
田
町
内
に
住
所

を
有
し
、か
つ
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
販
売
目
的
で
な
い
こ
と

③
獣
医
師
会
会
員
で
あ
る
開
業
獣

医
師
が
行
う
不
妊
又
は
去
勢
手
術

④
手
術
を
受
け
た
日
か
ら
２
ヶ
月

以
内
に
交
付
申
請
す
る
こ
と

⑤
猫
の
飼
養
者
及
び
世
帯
全
員
に

町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課

環
境
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

●
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事
務
局

（
下
仁
田
町
公
民
館
）

☎
82
―
３
５
３
５

○『「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

と「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
、

9
月
23
日（
水
）か
ら
全
国
で
2
種
類

同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。』

○『
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

は
、
1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
5
億

円
!
』

1
等
　
3
億
円
× 

11
本

前
後
賞
各
　
1
億
円 

×
22
本

※ 
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
3
3
0

億
円
・
11
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

『
同
時
発
売
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
は
、1
等 
1
，0
0
0
万
円
!
』

1
等 

1
，0
0
0
万
円 
×
50
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
1
5
0

億
円
・
5
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

E-m
ail

gbkouhou@
gunm

abank.co.jp

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

9/17（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

園庭開放
「おともだちとあそぼう～」

9/15（火）

１０：００～１１：３０

　
鏑
林
友
会
（
鈴
木
秀
雄
代

表
）
の
皆
さ
ま
か
ら
金
２
万
円

の
浄
財
を
ご
寄
付
頂
き
ま
し

た
。

　
町
政
発
展
の
た
め
、
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

善
意
の
ご
紹
介
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乳
が
ん
検
査
を
し
た
い
け
ど
平
日

は
時
間
が
と
れ
な
い
方
々
、日
曜
日

に
乳
が
ん
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
日 
時
　
令
和
２
年
10
月
18
日

日
曜
日 

午
前
９
時
〜

●
場 

所
　
公
立
富
岡
総
合
病
院

放
射
線
科

●
検
査
内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

２
方
向 

撮
影

●
検
査
費
用
　
自
己
負
担
な
し

●
対
象
者
　
下
仁
田
町
の
乳
が
ん
個

別
検
診
の
対
象
者
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
お
手
持
ち
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

●
定 

員
　
30
名（
事
前
予
約
制
）

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
2
1
1
1（
代
）

内
線 

2
8
1
0 

担
当 

高
橋

J
・M
・
S（
ジ
ャ
パ
ン
・マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
サ
ン
デ
ー
）の

実
施
に
つ
い
て

 

思
い
が
け
な
い
妊
娠
で
、一
人
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

 

県
で
は
、助
産
師
に
よ
る
妊
娠
に
特

化
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　
ど
う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

 

生
理
が
遅
れ
て
い
る
、妊
娠
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
医
療
機
関
に
ま

だ
行
っ
て
い
な
い
、誰
に
も
相
談
で
き

な
い
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
な
ど
。

●
相
談
日・時
間

メ
ー
ル
：gunm

a-ninshin-sos.com

24
時
間
受
付
　

☎
０
２
７
６
―
37
―
５
６
６
０

毎
週
火
、土
　
19
時
〜
22
時（
祝
日
・

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
除
く
）

●
相
談
費
用 

無
料（
通
話
料
、通
信

料
は
相
談
者
負
担
）

ぐ
ん
ま
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談

窓
口
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
町
で
は
、腎
臓
等
に
障
害
が
あ
り
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
に
対
し
、

通
院
交
通
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
下
仁
田
町
に
居
住
し
、
腎
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

・
人
工
透
析
、
連
続
的
携
帯
型
腹

膜
透
析
（
C
A
P
D
）
、
中
心

静
脈
栄
養
法
、
経
腸
栄
養
法
の

い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の

方
・
通
院
に
自
家
用
車
、
鉄
道
、
定

期
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
通
院

距
離
が
往
復
２
㎞
以
上
の
方

●
補
助
額
　
通
院
距
離
に
よ
り
、

月
額
2
，6
0
0
円
〜
5
，2
0
0

円
を
上
限
に
支
給
　

●
申
請
を
希
望
す
る
人
　
前
回
補

助
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、申
請
を

希
望
す
る
方
は
９
月
25
日（
金
）ま
で

に
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

腎
臓
機
能
障
害
者
等

通
院
交
通
費
補
助

　
現
在
、予
約
を
随
時
受
付
中
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
0
2
7
4
―
82

―
5
4
9
0
）に
お
申
し
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、今
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
場
合
に
は
、中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
期
間
　
令
和
2
年
7
月
8
日

（
水
）〜
令
和
3
年
1
月
29
日（
金
）の

月
〜
金
曜
日

※
土
日
、祝
・
祭
日
、年
末
年
始（
12

月
26
日
〜
1
月
3
日
）、10
・
11
月
は

除
く

●
受
付
時
間
　
11
時
30
分
〜
12
時

※
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
み
の
方
は
14
時
〜

14
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
厚
生
病
院

●
問
い
合
わ
せ・申
込
先
　
保
健
課 

保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、広
報
7

月
号
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
国
保
・
後
期
人
間
ド
ッ
ク
と
重
複

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
台
風
や
大
雨
な
ど
で
災

害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　
自
然
災
害
に
よ
る
急
激
な
環
境
の

変
化
は
、認
知
症
の
方
の
大
き
な
ス

ト
レ
ス
と
な
り
ま
す
。

●
も
し
も
の
時
に
備
え
て
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

・
避
難
で
き
る
と
こ
ろ
は
？

・
家
族
や
支
え
て
く
れ
る
人
と
、災

害
時
の
連
絡
方
法
、連
絡
先
を
決

め
て
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
書

い
て
お
く
。　
　

●
避
難
所
が
遠
い
所
に
あ
っ
た
り
、災

害
時
に
は
車
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。助
け
て
く
れ
る

人
が
誰
で
、ど
こ
に
い
る
の
か
、家

族
や
近
所
の
人
達
と
話
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
少
し
勇
気
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、ふ
だ
ん
か
ら「
認
知
症
が
あ

る
」「
助
け
が
必
要
な
自
分
た
ち
が

い
る
こ
と
」を
地
域
の
人
、近
隣
の

人
に
伝
え
、見
守
っ
て
く
れ
る
人
を

増
や
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
用
持
ち
出
し
袋
に
、ご
本
人

が
落
ち
着
く
も
の
を
プ
ラ
ス
し
て

　
。ホ
ッ
と
で
き
、不
安
を
和
ら
げ

る
も
の
が
あ
る
と
心
強
い
で
す
。

　
馴
染
み
が
あ
り
好
き
な
小
物
と
同

じ
も
の
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、好
き
な
色
の
タ
オ
ル
や

お
孫
さ
ん
の
写
真
の
コ
ピ
ー
な
ど

●
避
難
生
活
で
配
慮
が
必
要
な
方
を

受
け
入
れ
る「
福
祉
避
難
所
」が
保

健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、早
め
に

避
難
の
判
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
災
害
時
は
電
話
が
繋
が
り
に
く
い

の
で
、災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
利

用
法
を
覚
え
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
災
害
時
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
と
は 

☎

　
大
規
模
な
災
害
時
の
声
の
伝
言
板

で
す
。携
帯
電
話
や
公
衆
電
話
か
ら

も
利
用
で
き
ま
す
。

　「
１
７
１
」に
ダ
イ
ヤ
ル
し
音
声
案

内
に
従
う
と
、伝
言
を
聞
い
た
り
録

音
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
4

シ
リ
ー
ズ
　
認
知
症
　
N
O
・
４

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

個
別
健
診（
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診
等
）を

実
施
中
で
す
！

事
前
予
約
制

季節性インフルエンザ任意予防接種の費用を一部助成します
季節性インフルエンザにかかることや重症化を予防するために、任意接種を予定している方はご利用ください。

●問い合わせ先　保健課　保健予防係（保健センター）☎82－5490

対象者

満3歳～13歳未満

満13歳～18歳

妊　婦

2　回

1　回

1　回

①事前に保健センターへ申請して
　予診票を受取る
②医療機関で個別接種を受ける
③医療機関へ助成金額との差額を
　支払う（自己負担1,200円）

9月23日～
　12月18日
(土日祝を除く)

10月1日～
　　12月末日

回　数 方　法 申請受付期間 接種期間

医療機関の休診日を
ご確認ください（ ）

健康健康

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、低
価
格

な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と

同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬

品
の
こ
と
で
す
。新
薬
に
比
べ
て
価
格

が
安
く
、薬
代
を
節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、ご
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」は
、国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場

合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課 

国
保
係

 

☎
64
―
８
８
０
１（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を
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乳
が
ん
検
査
を
し
た
い
け
ど
平
日

は
時
間
が
と
れ
な
い
方
々
、日
曜
日

に
乳
が
ん
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
日 

時
　
令
和
２
年
10
月
18
日

日
曜
日 

午
前
９
時
〜

●
場 

所
　
公
立
富
岡
総
合
病
院

放
射
線
科

●
検
査
内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

２
方
向 

撮
影

●
検
査
費
用
　
自
己
負
担
な
し

●
対
象
者
　
下
仁
田
町
の
乳
が
ん
個

別
検
診
の
対
象
者
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
お
手
持
ち
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

●
定 

員
　
30
名（
事
前
予
約
制
）

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
2
1
1
1（
代
）

内
線 

2
8
1
0 

担
当 

高
橋

J
・M
・
S（
ジ
ャ
パ
ン
・マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
サ
ン
デ
ー
）の

実
施
に
つ
い
て

 

思
い
が
け
な
い
妊
娠
で
、一
人
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

 

県
で
は
、助
産
師
に
よ
る
妊
娠
に
特

化
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　
ど
う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

 

生
理
が
遅
れ
て
い
る
、妊
娠
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
医
療
機
関
に
ま

だ
行
っ
て
い
な
い
、誰
に
も
相
談
で
き

な
い
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
な
ど
。

●
相
談
日・時
間

メ
ー
ル
：gunm

a-ninshin-sos.com

24
時
間
受
付
　

☎
０
２
７
６
―
37
―
５
６
６
０

毎
週
火
、土
　
19
時
〜
22
時（
祝
日
・

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
除
く
）

●
相
談
費
用 

無
料（
通
話
料
、通
信

料
は
相
談
者
負
担
）

ぐ
ん
ま
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談

窓
口
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
町
で
は
、腎
臓
等
に
障
害
が
あ
り
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
に
対
し
、

通
院
交
通
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
下
仁
田
町
に
居
住
し
、
腎
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

・
人
工
透
析
、
連
続
的
携
帯
型
腹

膜
透
析
（
C
A
P
D
）
、
中
心

静
脈
栄
養
法
、
経
腸
栄
養
法
の

い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の

方
・
通
院
に
自
家
用
車
、
鉄
道
、
定

期
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
通
院

距
離
が
往
復
２
㎞
以
上
の
方

●
補
助
額
　
通
院
距
離
に
よ
り
、

月
額
2
，6
0
0
円
〜
5
，2
0
0

円
を
上
限
に
支
給
　

●
申
請
を
希
望
す
る
人
　
前
回
補

助
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、申
請
を

希
望
す
る
方
は
９
月
25
日（
金
）ま
で

に
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

腎
臓
機
能
障
害
者
等

通
院
交
通
費
補
助

　
現
在
、予
約
を
随
時
受
付
中
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
0
2
7
4
―
82

―
5
4
9
0
）に
お
申
し
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、今
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
場
合
に
は
、中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
期
間
　
令
和
2
年
7
月
8
日

（
水
）〜
令
和
3
年
1
月
29
日（
金
）の

月
〜
金
曜
日

※
土
日
、祝
・
祭
日
、年
末
年
始（
12

月
26
日
〜
1
月
3
日
）、10
・
11
月
は

除
く

●
受
付
時
間
　
11
時
30
分
〜
12
時

※
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
み
の
方
は
14
時
〜

14
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
厚
生
病
院

●
問
い
合
わ
せ・申
込
先
　
保
健
課 

保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、広
報
7

月
号
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
国
保
・
後
期
人
間
ド
ッ
ク
と
重
複

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
台
風
や
大
雨
な
ど
で
災

害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　
自
然
災
害
に
よ
る
急
激
な
環
境
の

変
化
は
、認
知
症
の
方
の
大
き
な
ス

ト
レ
ス
と
な
り
ま
す
。

●
も
し
も
の
時
に
備
え
て
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

・
避
難
で
き
る
と
こ
ろ
は
？

・
家
族
や
支
え
て
く
れ
る
人
と
、災

害
時
の
連
絡
方
法
、連
絡
先
を
決

め
て
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
書

い
て
お
く
。　
　

●
避
難
所
が
遠
い
所
に
あ
っ
た
り
、災

害
時
に
は
車
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。助
け
て
く
れ
る

人
が
誰
で
、ど
こ
に
い
る
の
か
、家

族
や
近
所
の
人
達
と
話
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
少
し
勇
気
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、ふ
だ
ん
か
ら「
認
知
症
が
あ

る
」「
助
け
が
必
要
な
自
分
た
ち
が

い
る
こ
と
」を
地
域
の
人
、近
隣
の

人
に
伝
え
、見
守
っ
て
く
れ
る
人
を

増
や
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
用
持
ち
出
し
袋
に
、ご
本
人

が
落
ち
着
く
も
の
を
プ
ラ
ス
し
て

　
。ホ
ッ
と
で
き
、不
安
を
和
ら
げ

る
も
の
が
あ
る
と
心
強
い
で
す
。

　
馴
染
み
が
あ
り
好
き
な
小
物
と
同

じ
も
の
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、好
き
な
色
の
タ
オ
ル
や

お
孫
さ
ん
の
写
真
の
コ
ピ
ー
な
ど

●
避
難
生
活
で
配
慮
が
必
要
な
方
を

受
け
入
れ
る「
福
祉
避
難
所
」が
保

健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、早
め
に

避
難
の
判
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
災
害
時
は
電
話
が
繋
が
り
に
く
い

の
で
、災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
利

用
法
を
覚
え
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
災
害
時
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
と
は 

☎

　
大
規
模
な
災
害
時
の
声
の
伝
言
板

で
す
。携
帯
電
話
や
公
衆
電
話
か
ら

も
利
用
で
き
ま
す
。

　「
１
７
１
」に
ダ
イ
ヤ
ル
し
音
声
案

内
に
従
う
と
、伝
言
を
聞
い
た
り
録

音
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
4

シ
リ
ー
ズ
　
認
知
症
　
N
O
・
４

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

個
別
健
診（
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診
等
）を

実
施
中
で
す
！

事
前
予
約
制

季節性インフルエンザ任意予防接種の費用を一部助成します
季節性インフルエンザにかかることや重症化を予防するために、任意接種を予定している方はご利用ください。

●問い合わせ先　保健課　保健予防係（保健センター）☎82－5490

対象者

満3歳～13歳未満

満13歳～18歳

妊　婦

2　回

1　回

1　回

①事前に保健センターへ申請して
　予診票を受取る
②医療機関で個別接種を受ける
③医療機関へ助成金額との差額を
　支払う（自己負担1,200円）

9月23日～
　12月18日
(土日祝を除く)

10月1日～
　　12月末日

回　数 方　法 申請受付期間 接種期間

医療機関の休診日を
ご確認ください（ ）

健康健康

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、低
価
格

な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と

同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬

品
の
こ
と
で
す
。新
薬
に
比
べ
て
価
格

が
安
く
、薬
代
を
節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、ご
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」は
、国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場

合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課 

国
保
係

 

☎
64
―
８
８
０
１（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を
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身
体
活
動
量
を
増
や
す
た
め
に
歩

数
計
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、活
動
量
を

増
や
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

●
内
容
　
活
動
量
計
を
１
人
１
つ
貸

し
出
し
ま
す
。活
動
量
計
を
毎
日
身

に
つ
け
ま
す
。30
日
以
内
に
１
回
、保

健
セ
ン
タ
ー
で
体
組
成
測
定
を
し
ま

す
。

●
説
明
会
日
時

10
月
５
日（
月
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
ま
た
は

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
大
会
議
室

●
募
集
定
員
　
健
康
に
関
心
の
あ
る

方
20
名（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
参
加
の
条
件

①
定
期
的（
30
日
以
内
）に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
体
組
成
測
定
に
来
ら
れ
る
人

②
電
話
連
絡
の
取
れ
る
人

③
過
去
の
タ
ニ
タ
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
な
い
人

④
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
人

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
等
の
体
内
機
器
装

着
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

●
お
申
込
み
方
法
　
電
話
で
、左
記

の
内
容
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①「
活
動
量
計
　
利
用
希
望
」

②
住
所
　
③
お
名
前
　
④
年
齢
　

⑤
電
話
番
号
　
⑥
最
近
の
身
長
　

⑦
希
望
の
時
間
帯

●
申
込
み
締
切
日

９
月
18
日（
金
）

●
お
申
込
・
問
合
せ
先

〒
３
７
０
―
２
６
０
１

下
仁
田
町
下
仁
田
１
１
１
―
２

保
健
課
　
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

℻
70
―
３
０
１
３

活
動
量
計
（
歩
数
計
）
利
用
者
募
集

健康健康

歩数計を身に付けて、
身体活動量＋10を
目指しましょう。

自分をまもり、大切な人をまもり、地域と社会をまもるために、
接触確認アプリをインストールしましょう。

厚生労働省
新型コロナウイルス接触確認アプリ
（略称：COCOA）

厚生労働省
新型コロナウイルス接触確認アプリ
（略称：COCOA）

新型コロナウイルス接触確認アプリの
　　　　　　　　　　インストールをお願いします。

　接触確認アプリは、新型コロナウイルス感染症の感
染者と接触した可能性について、通知を受け取ること
ができる、スマートフォンのアプリです。
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身
体
活
動
量
を
増
や
す
た
め
に
歩

数
計
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、活
動
量
を

増
や
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

●
内
容
　
活
動
量
計
を
１
人
１
つ
貸

し
出
し
ま
す
。活
動
量
計
を
毎
日
身

に
つ
け
ま
す
。30
日
以
内
に
１
回
、保

健
セ
ン
タ
ー
で
体
組
成
測
定
を
し
ま

す
。

●
説
明
会
日
時

10
月
５
日（
月
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
ま
た
は

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
大
会
議
室

●
募
集
定
員
　
健
康
に
関
心
の
あ
る

方
20
名（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
参
加
の
条
件

①
定
期
的（
30
日
以
内
）に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
体
組
成
測
定
に
来
ら
れ
る
人

②
電
話
連
絡
の
取
れ
る
人

③
過
去
の
タ
ニ
タ
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
な
い
人

④
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
人

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
等
の
体
内
機
器
装

着
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

●
お
申
込
み
方
法
　
電
話
で
、左
記

の
内
容
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①「
活
動
量
計
　
利
用
希
望
」

②
住
所
　
③
お
名
前
　
④
年
齢
　

⑤
電
話
番
号
　
⑥
最
近
の
身
長
　

⑦
希
望
の
時
間
帯

●
申
込
み
締
切
日

９
月
18
日（
金
）

●
お
申
込
・
問
合
せ
先

〒
３
７
０
―
２
６
０
１

下
仁
田
町
下
仁
田
１
１
１
―
２

保
健
課
　
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

℻
70
―
３
０
１
３

活
動
量
計
（
歩
数
計
）
利
用
者
募
集

健康健康

歩数計を身に付けて、
身体活動量＋10を
目指しましょう。

自分をまもり、大切な人をまもり、地域と社会をまもるために、
接触確認アプリをインストールしましょう。

厚生労働省
新型コロナウイルス接触確認アプリ
（略称：COCOA）

厚生労働省
新型コロナウイルス接触確認アプリ
（略称：COCOA）

新型コロナウイルス接触確認アプリの
　　　　　　　　　　インストールをお願いします。

　接触確認アプリは、新型コロナウイルス感染症の感
染者と接触した可能性について、通知を受け取ること
ができる、スマートフォンのアプリです。
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約３分間の健康講話が聞けます
月／骨粗鬆症の予防　　　　　　　火／歯の生え変わり時期
水／排卵と月経のしくみ　　　　　木／歯の被せ物が外れたら
金／乳児の消化不良　　　　　　土日／中高年の歯みがき
～直接相談タイム（歯科）～新型コロナウイルス感染症による影響で
当面の間休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン9月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）9月～10月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月23日（金）

9月8日（火）
10月6日（火）

9月18日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年6月～7月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年12月～令和２年1月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

平成２9年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月9日（金）
予約締切日
10月7日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆９月６日（日）　小栁由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
9月7・14・
　   28日（月）

9月28日（月）

9月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

●健康教室について

●『知って得するフレイル予防講座』実施について

①中止している教室

②９月から再開予定の教室

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性があります

コグニサイズ

いきいき健康教室

再開時お知らせします

令和2年度全教室中止

貯筋のつどい

いこい処筋トレ

　自粛生活の中、つまづきや、転びやすくなっていないでしょうか？
楽しい事、やりたい事が続けられるよう、元気に毎日を送れるよう、フレイル（虚弱）予防について学び、やっ
てみましょう。
　新しい生活様式で感染予防を徹底して、必ずマスク着用、手洗い、手の消毒をしながらお互いの距離を保
ち、短時間で行います。

●内　　容 ①フレイル予防についてのミニ講座　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
●対　　象 65歳以上の方　●定員 15名
●開催時期 令和２年１０月～令和３年３月　各会場毎月に１回
●申し込み ９月25日（金）までに包括支援係へお申し込みください
　　　　　☆お申込み後、体調不良の場合はためらわずお休みください。
　　　　　※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり
 　　　　　　（群馬県の警戒度により実施を検討いたします。）
●問い合わせ先 福祉課  包括支援係 ☎64-8804（直通）

９/２（水） ９/１６（水） ※第１・３水曜日　午前１０時～　旧小坂小学校

９月　毎週火曜日　午前１０時～　いこい処

日程

対象地区

馬山

西牧

小坂

下仁田

青倉

会　場

交流防災ステーション

西牧活性化センター

旧小坂小学校

下仁田町公民館

青倉小学校図書館

実施日

10月12日（月）

10月13日（火）

10月20日（火）

10月26日（月）

10月27日（火）

時　間

１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／骨粗鬆症の予防　　　　　　　火／歯の生え変わり時期
水／排卵と月経のしくみ　　　　　木／歯の被せ物が外れたら
金／乳児の消化不良　　　　　　土日／中高年の歯みがき
～直接相談タイム（歯科）～新型コロナウイルス感染症による影響で
当面の間休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン9月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）9月～10月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月23日（金）

9月8日（火）
10月6日（火）

9月18日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年6月～7月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

令和元年12月～令和２年1月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

平成２9年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月9日（金）
予約締切日
10月7日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆９月６日（日）　小栁由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
9月7・14・
　   28日（月）

9月28日（月）

9月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

●健康教室について

●『知って得するフレイル予防講座』実施について

①中止している教室

②９月から再開予定の教室

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性があります

コグニサイズ

いきいき健康教室

再開時お知らせします

令和2年度全教室中止

貯筋のつどい

いこい処筋トレ

　自粛生活の中、つまづきや、転びやすくなっていないでしょうか？
楽しい事、やりたい事が続けられるよう、元気に毎日を送れるよう、フレイル（虚弱）予防について学び、やっ
てみましょう。
　新しい生活様式で感染予防を徹底して、必ずマスク着用、手洗い、手の消毒をしながらお互いの距離を保
ち、短時間で行います。

●内　　容 ①フレイル予防についてのミニ講座　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
●対　　象 65歳以上の方　●定員 15名
●開催時期 令和２年１０月～令和３年３月　各会場毎月に１回
●申し込み ９月25日（金）までに包括支援係へお申し込みください
　　　　　☆お申込み後、体調不良の場合はためらわずお休みください。
　　　　　※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり
 　　　　　　（群馬県の警戒度により実施を検討いたします。）
●問い合わせ先 福祉課  包括支援係 ☎64-8804（直通）

９/２（水） ９/１６（水） ※第１・３水曜日　午前１０時～　旧小坂小学校

９月　毎週火曜日　午前１０時～　いこい処

日程

対象地区

馬山

西牧

小坂

下仁田

青倉

会　場

交流防災ステーション

西牧活性化センター

旧小坂小学校

下仁田町公民館

青倉小学校図書館

実施日

10月12日（月）

10月13日（火）

10月20日（火）

10月26日（月）

10月27日（火）

時　間

１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

健康健康
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

9
月
26
日（
土
）・9
月
27
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
木
）・
17
日（
木
）・
29
日

（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

9
日（
金
）・
20
日（
火
）・
29
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

　
ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役

場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費

が
町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
３
期

介
護
保
険
料
３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
期

納
期
限
は
9
月
３0
日（
水
）で
す

月
9

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

9
月
の
支
払
日

10
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

Go To 図書室 キャンペーン
今年は「読書」という名の“ 旅 ”に出よう！

18,000冊の蔵書がある公民館の図書室
定期的に新刊も入荷し、心地よいスペースも確保されています。

人口
　男
　女
世帯

（　 7）
（　 1）
（　 6）
（　 1）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,082人
3,479人
3,603人
3,297世帯

転入  11人/  出生 1人
転出  8人/  死亡 11人

（8月1日現在）

（7月中）

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No773

月月
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下仁田プライド in

読書で育つ
文化の芽

7月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（久美子）　
（晴　彦）
（徳　久）
（信　也）
（康　明）
（伸一郎）
（勝　仁）
（利　明）

上青倉
中小坂
中小坂
大　東
蒔　田
大桑原
中小坂
蒔　田

神戸　洋二郎
佐藤　友子
黒澤　靖子
榊原　市夫
神戸　利雄
古屋　わか
長岡　美津子
下山　德太郎

有
料
広
告

有
料
広
告

地　区
ご出産おめでとうございます

神 戸　悠 希 （勇樹・由希子）  南野牧

（保護者）出　生　児
はるき

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
平　柳　大　佑　  （川　井）
小　川　葉　月  　（富岡市）｛

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

茂木時計店【オーダーメイド補聴器認定店】リオン、ワイデックス補聴器取り扱い
住所 下仁田町下仁田393-6　電話・ＦＡＸ 0274-82-2811
H P  www.tokei10.com

最初の一台に最適です。お求めやすい、
初期難聴用の補聴器です。
最初の一台に最適です。お求めやすい、
初期難聴用の補聴器です。 ワイデックス補聴器　正規販売店

～オーダーメイドタイプ～
ワイデックス補聴器　正規販売店
～オーダーメイドタイプ～ニコン　補聴器ニコン　補聴器

補聴器相談会開催中

SALESALE 28,00028,000円円円円
（税込価格）

150,000150,000円より円より円より円より
（税込価格）

130,000130,000円より円より円より円より
（税込価格）

毎月第二火曜日
午後２時より

耳あな型：片耳

耳かけ型：片耳

より良い聞こえの為に、
お客様専用に調整を施す
オーダーメイド補聴器です。

より良い聞こえの為に、
お客様専用に調整を施す
オーダーメイド補聴器です。


